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８０年代後半におけるカナダ農業の

　　　　構造変化と農民層分解

１９９１年農業センサスの分析

松　原　豊　彦

１． 課題と資料

　本稿の課題は，１９８０年代後半におけるカナダ農業の構造変化と農民層分解の

動向を統計資料に即して検討し，その特徴を明らかにすることである。そのさ

い， 分析の素材として１９９１年農業センサスを主として使用する。カナダの農業

センサスは５年おきに実施されており ，１９８６年から９１年までの５年問における

カナダ農業の変貌を浮き彫りにすることが以下の分析の主眼である 。

　そこで本論に先だって，８６年から９１年までのカナダ農業を取り巻く状況と分

析の課題を述べておきたい。まず第一に，８０年代後半から９０年代初めにかけて

国際穀物市場の「過剰」と価格低迷は一向に回復の兆しを見せていない。カナ

ダ小麦ボードの生産者への小麦の支払い価格は，８０年代初めのトン当り２００ド

ル前後から大幅に低下し，干ばつによる大不作で価格が高騰した１９８８／８９年度

を別とすれは，９０年代初頭でも１３０トル台にととまっ ている（Ｃ・ｎ・ｄ・ Ｇ・・ｍ・

Ｃｏｕｎ．１１１９９２）。 アメリカとＥＣによる「輸出補助金戦争」が穀物の国際市況を

悪化させていることは明らかである。こうした状況の中で，世界第２位の小麦

輸出国であるカナダの穀作経営はどのような対応をしているのであろうか。こ

の点を検討することは重要な課題である 。

　第二に，１９８９年１月に発効した米加自由貿易協定（Ｃ．ｎ．ｄ。一Ｕｎｉｔ．ｄ　Ｓｔ．ｔ。。 Ｆ。・・
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Ｔ・・ｄｅ Ａｇ・ｅｅｍｅｎいＴＡ）のもとで，カナダとアメリカとの農産物貿易関係は大

きく変化しつつある。この数年間に，デュラム小麦，カノーラ（ナタネ），豚肉 ，

牛肉などの対米輸出が急速に伸びてきたが，他方で果物や野莱のように米加自

由貿易協定のもとでの関税引き下げによっ て大きな打撃を受けた部門もある

（松原１９８９）。 米加自由貿易協定のもとでカナダ農業がどのような変貌を遂げつ

つあるかを検討することがいま一つの重要な課題である 。

　第三に，カナダの連邦農務省は１９８９年１１月に ‘Ｇｒｏｗｉｎｇ　Ｔｏｇｅｔｈｅｒ’と題する

報告書を公表して，９０年代の農業 ・食糧戦略の策定作業に着手した。この文書

は， ガット ・ウルグアイ ・ラウンドと米加自由貿易協定とを意識しながら，そ

のもとでのカナダ農業の発展方向を探り ，農業 ・食糧政策の課題を明らかにし

ようとするものである。そこでは，付加価値の高い農産物の開発と販売，市場

対応力の強化，農業生産の「多角化（ｄｉｖ。。。ｉ丘。。ｔｉｏｎ）」などが強調されている

（Ａｇ．１．ｕ１ｔｕ．ｅ　Ｃａｎａｄａ１９８９，ｐｐ３４－３６）。 この連邦政府の農業 ・食糧戦略の内容の

詳細な検討は別稿の課題であるが，その削提として，カナタ農業の構造変化の

方向と王要な担い手階層を検討することが重要である 。

　筆者は以前，１９８６年農業センサスの結果概要を用いて，１９８０年代前半期にお

けるカナダ農業の構造変化の特徴を検討したことがある（松原１９８８）。 そこで

利用したのはセンサスの結果概要（全国及び州別集計）であり ，８６年センサスの

販売額階層別や農場の型別のクロス集計は当時まだ刊行されていなかったため

に， 利用できなかった。この小論では，上の拙稿に直接接続する時期を取り扱

い， ８０年代前半と後半との共通点と相違点を明らかにするとともに，販売額階

層別や農場の型別のクロス集計も利用して，カナダ農業の構造変化と農民層分

解の動向を検討しようとするものである 。

　以下で主として使用する９１年農業センサスは，カナタの農業構造の包括的な

分析に取り組むさいに欠くことのできない一次資料である。全国集計結果は２

分冊で刊行されており（Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃ． Ｃａｎａｄａ，Ａｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒａｌ　Ｐｒｏ丘１ｅ　ｏｆ　Ｃａｎａｄａ　Ｐａｒｔ１ａｎｄ

２， Ｃ．ｔ９３－３５０，９３－３５１．１９９２），第１分冊が全国及ぴ州別の集計結果，第２分冊が

時系列データ ，クロス集計（販売額階層別，農場の型別，農場資産額階層別），及び
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農業 ・人ロセンサスのクロス集計から構成されている。各州の集計結呆も同様

にそれぞれ２分冊に分けて刊行されており ，全国集計と１０州の集計を合わせて

２２冊が刊行されている。それに加えて，１９９１年センサス結果の要約を解説した

報告書（Ｓｔ．ｔ１．ｔ１。。 Ｃ．ｎ．ｄ 。， Ｔ。。ｎｄ。。ｎｄＨ１ｇｈ１１ｇｈｔ。。ｆＣ．ｎ．ｄ１．ｎ Ａｇ．１。。１ｔｕ。。。ｎｄ １ｔ．

Ｐ．ｏｐ１。，Ｃ．ｔ．９６－３０３Ｅ，１９９２）と１９７１年から９１年までのセンサス結呆を時系列的に

整理した報告書（Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ Ｃａｎａｄａ，Ｃｅｎ．ｕｓ Ｏ・ｅ・・１ｅｗｏｆＣａｎａｄｌａｎ Ａｇ・１ｃｕ１ｔｍ

１９７１－１９９１，Ｃ．ｔ．９３－３４８．１９９２）とが刊行されている。今後，農業 ・人ロセンサス

のリンケージ集計結果と農業センサスの分析が刊行される予定である 。

　煩雑さを避けるために，以下の叙述では農業センサスの全国集計と州別集計

結果については分冊名をいちいち記載しない。８６年までのセンサスについても

同様である。なお，利用上の注意点や８６年以前のセンサスとの異同については ，

それぞれの該当箇所で説明を加えることにする 。

　具体的な分析に移る前に，カナダの地域区分のあらましを述べておこう（図

１参照）。 カナダを構成している１０の州は東部と西部に大きく二分される。東

部は，オンタリオ，ケベッ ク， ニュー・ ブランズウィッ ク（ＮＢ），ノヴ ァ・ ス

コシア（ＮＳ），プリンス ・エドワード島（ＰＥＩ），ニュー・ ファンドランド

（ＮＦ）の６つの州を指すが，ニュー・ ブランズウィッ ク以下の４つの州を」括

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２１）
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して大西洋岸諸州と呼ぶ。西部はブリティッ シュ ・コロンビア（ＢＣ），アルバ

ータ ，サスカチ ュワン，マニトバの４州を指し，アルバータ以下の３つの州を

合わせてプレーリー諸州と呼ぶ 。

２． 農場数，農場面積，土地利用

　（１）引き続く農場数の滅少

　この節では，カナタ農業のもっとも基本的な数字である農場数と農場面積の

動きを見ることから分析を始めよう 。２０世紀初めからの農場数と農場面積の歴

史的概観を示したのが表１である。農場数は１９４１年の７３３万農場まで増加を続

けたが，それ以降は減少に転じ，８６年センサスでついに３０万農場を切 った。こ

の減少傾向は９１年センサスでも継続しており ，９１年には約２８万農場になっ てい

る。 農場面積は１９５１年の７ ，０４４万ｈａでピークに達し，それ以降は緩やかな減

少を続けている。農場数の減少テンポが早いために，平均農場面積は年々拡大

表１　農業構造の変化（１９０ト９１年）

農場数 農場面積 平均農場 トラクター 購入月巴料
（１００） （万ｈａ） 面積（ｈａ） （１００） （千トン）

１９０１ ５， １１１ ２， ５６７ ５０ ．２

一 一
１１ ６， ８２３ ４， ４１０ ６４ ．６

一 一
２１ ７， １１１ ５， ７０２ ８０ ．２ ４７５

．
３１ ７， ２８６ ６， ６０１ ９０ ．６ １， ０５４

一
４１ ７， ３２８ ７， ０２４ ９５ ．８ １， ５９８ ２８０洲

５１ ６， ２３１ ７， ０４４ １１３ ．０ ３， ９９７ ７７１

６１ ４， ８０９ ６， ９８３ １４５ ．２ ５， ４９８ １， ０７７

７１ ３， ６６１ ６， ８６６ １８７ ．５ ５， ９６７ ２， １１１

７６ ３， ３８６ ６， ８４３ ２０２ ．１ ６， ３５０ ３， ０６５

８１ ３， １８３ ６， ７９８ホ ２１３ ．６ ６， ５７６ ３， ５０１

８６ ２， ９３１ ６， ７８３ ２３１ ．４ ７， ２８１ ４， ０５２

９１ ２， ８００ ６， ７７５ ２４２ ．０ ７， ３４２

■

注）　 ホ１９８１年の農場面積はカナダ統計局による修正値 。

　　榊１９３５－３９年平均。一は数字なし 。
資料）Ｓｔａｔｌｓｔ１ｃｓ　Ｃ　ｄ　Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆ 　Ａｇｒ１ｃｕｌｔｕｒｅ

　　Ａｇｒ１ｃｕ１ｔ皿ｅ　Ｃａｍｄａ　Ｓ ｅｌｅｃｔｅｄ　ａｇｒｌｃｕ１ｔ皿ａｌ　ｓｔａｔｌｓｔ１ｃｓ　ｆｏｒ　Ｃ　　ｄ（１９７８）
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　　　　　表２　地域別にみた農場数の推移

２５

農場数
１９７１ １９７６ １９８１ １９８６ １９９１

カナダ計
３６６ ，１２８ ３３８ ，５７８ ３１８ ，３６１ ２９３ ，０８９ ２８０ ，０４３

大西洋岸
１７ ，０７８ １４ ，５４０ １２ ，９４１ １１ ，３２１ １Ｏ ，３１８

ケベ　ッ　ク
６１ ，２５７ ５１ ，５８７ ４８ 、ユ４４ ４１ ，４４８ ３８ ，０７６

オンタリオ
９４ ，７２２ ８８ ，８０１ ８２ ，４４８ ７２ ，７１３ ６８ ，６３３

マニトバ
３４ ，９８１ ３２ ，１０４ ２９ ，４４２ ２７ ，３３６ ２５ ，７０６

サスカチ ュワン
７６ ，９７０ ７０ ，９５８ ６７ ，３１８ ６３ ，４３１ ６０ ，８４０

アルバ ータ
６２ ，７０２ ６１ ，１３０ ５８ ，０５６ ５７ ，７７７ ５７ ，２４５

Ｂ．

　　　Ｃ
１８ ，４００ １９ ，４３２ ２０ ，０１２ １９ ，０６３ １９ ，２２５

同増減率（％）

１９７１－ ７６ １９７６ －８１ １９８１－ ８６ １９８６ －９１ １９７１－ ９１

カナダ計
一７ ．５ 一６ ．Ｏ 一７ ．９ 一４ ．５ 一２３ ．５

大西洋岸
一１４ ．９ 一１１ ．Ｏ 一１２ ．５ 一８ ．９ 一３９ ．６

ケベッ
　ク 一１５ ．８ 一６ ．７ 一１３ ．９ 一８ ．１ 一３７ ．８

オンタリオ 一６ ．３ 一７ ．２ 一１１ ．８ 一５ ．６ 一２７ ．５

マニトバ
一８ ．２ 一８ ．３ 一７ ．１ 一６ ．Ｏ 一２６ ．５

サスカチ ュワン 一７ ．８ 一５ ．１ 一５ ．８ 一４ ．１ 一２１ ．０

アルバ ータ
一２ ．５ 一５ ．Ｏ 一〇 ．５ 一〇 ．９ 一８ ．７

Ｂ．

　　　Ｃ 十５ ．６ 十３ ．Ｏ 一４ ．７ 十〇 ．９ 十４ ．５

資料）Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ Ｃａｎａｄａ， ＣｅｎｓｕｓｏｆＡｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

し， 第２次大戦直後の１９５１年には１１３ｈａであ ったのが，８６年には２３１ｈａ，
９１

年には２４２ｈａと２倍以上に拡大した 。

　１９９１年センサスは，農場を次のように定義している。「以下に掲げる産品の

少なくとも１つ以上を販売目的で生産している農場，牧場またはその他の農業

経営。耕種作物，家畜，家禽，動物生産物，温室または種苗産品，マソ シュ ル

ーム，芝，蜂蜜，またはメー プルシロッ プ」（Ｃａｔ．９３－３５０，ｐ
．１２４）。 ８６年センサ

スにおける農場の定義は，「過去１２ヵ月間に２５０ドル以上の農産物の販売があ っ

た農場，牧場またはその他の農業経営」（Ｃ．ｔ．９６－１０２
，ｉｎｔ．ｏｄｕ．ｔｉｏｎ）となっ てお

り， ５１年センサスでは農産物販売額の下限規定をなくしたことが変更点である

（ドルは断わりがないかぎり ，カナダ ・ドルである）。

　１９７０年代からの農場数の変化を地域別に示したのが表２である 。１９８６年から

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２３）
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９１年にかけて，カナダの農場総数は４．５％減少して約２８万になっ た。 ８０年代前

半に比べて減少率がやや鈍化したが，依然として農場数の減少が続いている 。

　地域別に見ると ，８０年代前半に大西洋岸，ケベッ ク， オンタリオの東部諸州

で２ケタ台の減少を記録した。西部の諸州は農場の減少率が比較的小さく ，ア

ルバータ州はＯ．５％の減少にとどまっ ている。農場減少率が東部で大きく西部

で小さいという傾向は，８０年代後半期にも基本的に当てはまる。大西洋岸とケ

ベッ クはともに８％台の減少を見たが，アルバータはＯ．９％の減少にとどまり ，

ＢＣではわずかながら増加さえしている 。

　（２）農場面積の８割以上かプレーリー３州に集中

　１９９１年におけるカナダの農場面積は６ ，７７５万ｈａであ った。これは８６年に比

べて約７万ｈ ａ， Ｏ． １％の減少であり ，ほほ横ばいで推移している（表３）。 地域

的には，農場面積の８割以上がプレーリー３州に集中していることが特徴であ

る。 この問の変化を見ると，農場数の場合と同様に東部諸州で農場面積が減少

しているのに対して，西部の諸州ではほぼ現状維持となっ ている。サスカチ ュ

ワン，アルバータではむしろわずかながら農場面積が増えており ，プレーリー

３州への農場面積の集中が一段と進んだ 。

　１農場当りの平均農場面積は，１９８１年の２１３ ．５ｈａから８６年の２３１ ．４ｈａへ ，

　　　　　　　　　　　表３　地域別にみた農場面積

農場面積（１０００ｈａ） 増減率（％）

１９８１ １９８６ １９９１ １９８ユー ８６ １９８６ －９１

カ　ナ　ダ　計 ６７ ，９８４ ６７ ，８２６ ６７ ，７５４ 一〇 ．２ 一０ ．１

大　西　洋　岸
１， ２２０ １， １３５ １， ０７９ 一７ ．０ 一４ ．９

ケ　ベ　　ッ　ク
３， ７７９ ３， ６３９ ３， ４３０ 一３ ．７ 一５ ．７

オ　ン　タ　リ　オ ６， ０３９ ５， ６４７ ５， ４５１ 一６ ．５ 一３ ．５

マ　ニ　　ト　バ ７， ７３６ ７， ７４０ ７， ７２５ Ｏ． １ 一〇 ．２

サスカチ ュワン ２６ ，５３３ ２６ ，５９９ ２６ ，８６５ ０． ２ １． ０

ア　ルバ ー　タ ２０ ，２０７ ２０ ，６５５ ２０ ，８１１ ２． ２ ０． ８

Ｂｌ

　　　　　Ｃ
２， ４６７ ２， ４１１ ２， ３９２ 一２ ．３ 一０ ．８

注）１９８１年の農場面積は，カナダ統計局による修正値である 。

資料）Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ　Ｃａｎａｄａ，Ｃ ｅｎｓｕｓ　ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

　　　　　　　　　　　　　　　（６２４）
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　　　　　　図２　地域別に見た平均農場面積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ｈａ

碁

５００

４４１ ．６

４００
３６３ ．５

３００ ．５

３００

２４１ ．９

２００

＼

１０４ ，６　　　　　　９０
，１　　　　　　　　　　　　　７９

．４

１２４４

１００

Ｏ

カナダ　大西洋岸　ケベックオンタリ才マニトバ　サスカ　アルバータ　ＢＣ人西洋岸　ケヘノクオ ノタリ才マニトハ　サスカ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チュワン

　　　　　　　　　Ｚ １９８１年　口 １９８６年　團 １９９１年

資料）Ｓｔａｔｌｓｔｌｃｓ　Ｃａｎａｄａ，Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆＡｇｎｃｕ１ｔｕｒｅ

そして９１年の２４１ ．９ｈａへと ，この１０年問に２８ｈａ増加した（図２）。 平均農場

面積の地域差はきわめて大きく ，最小規模のオンタリオ州では７９ ．４ｈａである

が， 最大規模のサスカチ ュワン州では４４１ ．６ｈａ に達している。プレーリー３

州の農場面積規模が隔絶的に大きいことが特徴である 。

　（３）作付地面積の頭打ちと牧草地の増加

　９１年センサスでは農場面積を，作付地，夏季休閑地，改良牧草地，未改良牧

草地，その他の５つに分類している 。夏季休閑地（。ｕｍｍ。。ｆ．１１．ｗ）とは，穀物

収量を確保するために２年ないし３年に一度の割で何も作付せず耕起のみを行

う土地のことであり ，降水量のきわめて少ないプレーリー３州でもっ ぱら行わ

れている 。

　１９７１年からの農場面積の構成変化を示したのが表４である（８１年まで未改良牧

草地は「その他」に含まれていた）。 第一に，７６年から８６年まで作付地面積が大き

く増え，この１０年間に作付地面積は２ ，８３４万ｈａから３ ，３１８万ｈａへと４３５万ｈａ

も増加した。しかし，９１年センサスでは作付地面積の増加は３２万ｈ ａ， わずか

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２５）
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表４　農場面積の構成変化（１ ，０００ｈａ）

１９７１ １９７６ １９８１ １９８６ １９９１

農場面積計
６８ ，６６１ ６８ ，４２５ ６７ ，９８４ ６７ ，８２６ ６７ ，７５４

作　付　地
２７ ，８２８ ２８ ，３４３ ３０ ，９６６ ３３ ，１８１ ３３ ，５０８

夏季休閑地
１０ ，８２２ １０ ，９２０ ９， ７０２ ８， ４９９ ７， ９２１

改良牧草地
４， １３８ ４， ０６３ ４， ４０５ ３， ５５９ ４， １４１

未改良牧草地 ■ ｉ 一
１５ ，６６０ １５ ，９６３

そ　の　他
２５ ，８７３ ２５ ，０９８ ２２ ，９１０ ６， ９２６ ６， ２２０

構成比（％） １９７１ １９７６ １９８１ １９８６ １９９１

農場面積計
１００ ．０ １００ ．Ｏ １００ ．０ １００ ．０ １００ ．Ｏ

作　付　地
４０ ．５ ４１ ．４ ４５ ．５ ４８ ．９ ４９ ．５

夏季休閑地
１５ ．８ １６ ．Ｏ １４ ．３ １２ ．５ １１ ．７

改良牧草地
６． ０ ５． ９ ６． ５ ５． ２ ６． １

未改良牧草地 １ ■ 一
２３ ．１ ２３ ．６

そ　の　他
３７ ．７ ３６ ．７ ３３ ．７ １０ ．２ ９． ２

増減率（％） １９７１－ ７６ １９７６ －８１ １９８１－ ８６ １９８６ －９１

農場面積計 一０ ．３ 一〇 ．６ 一〇 ．２ 一０ ．１

作　付　地
１． ９ ９． ３ ７． ２ １． ０

夏季休閑地
０． ９ 一１１ ．２ 一１２ ．４ 一６ ．８

改良牧草地 一１ ．８ ８． ４ 一１９ ．２ １６ ．４

未改良牧草地 ・ ■ 一
１． ９

そ　の　他 一３ ．０ 一８ ．７ 一１ ．４ 一１０ ．２

注）未改良牧草地は，１９８１年までその他に含まれていた。１９８１年の農場面積及びその他は，西部の諸州で過小

　に報告されていたため，カナダ統計局による修正値を利用した 。
資料）Ｓｔａｔｉｓｔ１ｃｓ　Ｃａｍｄａ，Ｃｅｎｓｕｓｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

１％の伸ぴにとどまっ ている。これは後述する穀物作付面積の頭打ちによるも

のである 。

　第二に，夏季休閑地面積は７６年以降，急テンポで減少を続けてきた。夏季休

閑地やその他の土地（未改良牧草地や森林など）を減らして，穀物の作付地に転

用してきたのである。８０年代後半においても夏季休閑地の減少傾向は継続して

いるが，減少テンポは小さくなっ ている（８１～８６年の一１２ ．４％から８６～９１年の一

６． ８％へ）。

　第三に，改良牧草地面積は８０年代前半に１９２％の減少率を記録したが，８０年

代後半には１６．４％増加して，以前の落込みをかなり回復した。未改良牧草地に

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２６）
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　　　　　　表５　地域別にみた作付地面積

２９

作付地面積（１０００ｈａ） 増減率（％）

１９８１ １９８６ １９９１ １９８１－ ８６ １９８６ －９１

カ　ナ　ダ　計 ３０ ．９６６ ３３ ，１８１ ３３ ，５０８ ７． ２ １． Ｏ

大　西　洋　岸 ４０７ ４００ ３８８ 一１ ．７ 一３ ．Ｏ

ケ　ベ　　ッ　ク
１， ７５６ １， ７４４ １， ６３８ 一〇 ．７ 一６ ．１

オンタ　リオ
３， ６３３ ３， ４５８ ３， ４１２ 一４ ．８ 一１ ．３

マ　ニ　ト　バ
４， ４２０ ４， ５１９ ４， ７６１ ２． ２ ５． ４

サスカチ ュワン
１１ ，７４１ １３ ，３２６ １３ ，４５９ １３ ．５ １． Ｏ

ア　ルバ ー　タ
８， ４４１ ９， １６２ ９， ２９２ ８． ５ １． ４

Ｂ．

　　　　　Ｃ ５６８ ５７１ ５５７ Ｏ． ５ 一２ ．５

資料）Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ　Ｃ
ａｎａ
ｄａ，Ｃ ｅｎｓｕｓ　ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕ１ｔｕｒｅ

　　　　　　　　　図３　改良地面積に占める夏季休閑地の比率

単位：％
４０

％

３０

２０

１０

０

１７ ．４

　　　　　　１
．７

０．８　　　０ ．８

５．５

２８ ．２

１３ ．８

６．７

　　　　カナダ　大西洋岸　ケベックオンタリオマニトバ　サスカ　アルバータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チュワン

　　　　　　　　　Ｚ １９８１年　口 １９８６年　璽 １９９１年

注）改良地＝作付地十夏季休閑地十改良放牧地
資料）ＳｔａｔｉｓｔｉｃｓＣａｎａｄａ，ＣｅｎｓｕｓｏｆＡ師ｃｕ１ｔｕｒｅ

ＢＣ

ついては８０年代後半しか資料がないが，これもやや増加している。牧草地の増

加は，畜産の復調を反映するものである。最後に，「その他の土地」は８０年代

後半においても１０％減少しており ，森林などを作付地や牧草地に転換する動き

が継続していると思われる 。

　次に農場面積の構成変化を地域別に見よう（表５）。 作付地面積が増えたの

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２７）
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はプレーリー３州のみで，それ以外の地域は軒なみ減少した。この傾向は８０年

代前半と基本的に同じであるが，穀物作付面積の頭打ちを反映して，アルバー

タ， サスカチ ュワンにおいても作付地面積は１％の伸びにとどまっ ている。改

良牧草地の面積は，プレーリー３州とＢＣで増えたが，大西洋岸，ケベッ ク，

オンタリオではいずれも減少した。こうした変化は，畜産部門の地域的構成の

変化を予想させるものである 。

　作付地十夏季休閑地十改良牧草地の合計面積に占める夏季休閑地の比率は ，

カナダ全体でこの１０年間に２１ ．５％から１７ ．４％に低下した。地域的には，サスカ

チュワンの夏季休閑地比率がもっとも高く ，アルバータがそれについでおり ，

東部諸州では夏季休閑地はほとんど見られない。サスカチ ュワン州においても

夏季休閑地比率はしだいに低下しており ，１９８１年からの１Ｏ年問で３４ ．５％から

２８．２％に低下した（図３）。 夏季休閑地比率の低下は，プレーリー３州におけ

る穀物作付体系の変化を反映しており ，肥料の投入を増やして夏季休閑地の入

る度合を減らそうという動きのあらわれである 。

３． 農業生産とその地域的動向

　（１）農業生産の構成

　この節では，初めに農場受取額によっ て農業生産の構成を概観し，それから

穀物 ・油糧種子部門，畜産部門，果樹 ・野莱 ・特用作物部門の各部門ごとに ，

農業生産の動向を検討することにしよう 。

　表６は，農場受取額の部門別構成を示したものである 。８０年代の前半は，耕

種作物と畜産との比率がほぼ拮抗しており ，小麦が農場受取額の首位を占め ，

牛と乳製品がこれに続いていた。これが８０年代の後半になるといくつかの変化

が起こっ ている。第一に，小麦の農場受取額が大幅に減少し，農場受取額全体

に占める比率も２０ ．７％から１３．６％へと後退したことである。大麦やオーツなど

小麦以外の穀物の農場受取額も減少している。第二に，野莱 ・果実や種苗 ・花

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２８）
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表６　農場受取額の構成

農場受取額（１００万＄） 同構成比（％）

１９８ユー８５平均 １９８６－９０平均 ８１－８５平均 ８６－９０平均

小　　　　麦
３， ９９２ ２， ９３１ ２０ ．７ １３ ．６

小麦以外の穀物
９４４ ７６２ ４． ９ ３． ５

油糧種子
１． ６９４ １， ７３４ ８． ８ ８． １

野菜 ・果実
７３３ ９７１ ３． ８ ４． ５

種苗 ・花き
３２２ ５３９ １． ７ ２． ５

その他の耕種
９２３ １， １５３ ４． ８ ５． ４

耕種合計
８， ６０７ ８． ０９０ ４４ ．７ ３７ ．６

牛 ３， ５０２ ３． ８３９ １８ ．２ １７ ．８

豚 １， ８０２ １， ９７７ ９． ４ ９． ２

乳　　製　　品
２， ５４６ ２， ９９７ ユ３ ．２ １３ ．９

家禽　・　卵
１， ２８６ ユ， ５４３ ６． ７ ７． ２

その他畜産
２７０ ３０１ １． ４ １． ４

畜　産　合　計
９， ４０６ １０ ，６５８ ４８ ．８ ４９ ．５

政府支払い ・作物保険 １， ２２２ ２， ８６１ ６． ３ １３ ．３

農場受取額総計
１９ ，２６５ ２１ ，５２２ １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ

　注）小麦ボードの支払い繰延及び清算分を除く ．

資料 ／Ｓｔａｔ１ｓｔｉｃｓ Ｃａｎａｄａ，Ａｇｒｉｃｕ１ｔｕｒｅ Ｅｃｏｎｏｍｉｃ　Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ

きなどの穀物以外の耕種部門の受取額が大きく増えたことである 。第三に，畜

産部門の農場受取額がいずれも増加したことであり ，畜産部門計が全体に占め

る比率もわずかではあるが上昇している。第四に，「政府支払い及び作物保険

支払い」が急増し，農場受取額全体に占める比率が６ ．３％から１３ ．３％に伸びた

ことである。その王な原因は，８５年以降の国際穀物市況の大幅な下落に対する

対策として，プレーリー３州の穀物生産者への政府支払いが実施されたこと ，

及び８８年の大干ばつの被害対策として政府支払いが行われたためである 。

　圧）西部穀物安定化対策法（Ｗｅｓｔｅｍ　Ｇｒａｍ　Ｓｔａｂ１１１ｚａｔｌｏｎ　Ａｃｔ）による生産者への

　　　支払いは ，１９８６年８ ．６億ドル ，８７年１４ ．Ｏ億ドル ，８８年６ ．９億ドルであ った。さらに ，

　　　連邦政府は８７，８８年限りの措置として，カナダ穀物特別対策事業（Ｓｐｅｃｉａ１

　　　 Ｃａｎａｄｉａｎ　Ｇｒａｉｎ　Ｐｒｏｇｒａｍ）に基づいて，それぞれ約１０億ドルを穀物生産者に支

　　　払 った。干ばつ被害特別対策としては，８９年に７．４億ドルが支払われている
　　　（Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ Ｃａｎａｄａ１９９０）。 これらの対策の内容は，ＳｃｈｍｉｔｚａｎｄＦｕｒｔａｎ１９９２ ，

　　　 ｐｐ．３７５ －８，に言羊しい 。

（６２９）
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　（２）穀物 ・油粗種子部門

　主な穀物 ・油糧種子 ・牧草の作付面積の動きを示したのが，表７である。小

麦の作付面積は１９７６年から８６年まで伸びてきた（１０年問で３００万ｈａの増加）が，

８６年から９１年の間にわずかではあるが減少に転じた。これは９１年センサス結果

で注目すべき重要な変化である。小麦は，依然としてプレーリー３州のｒ王

者」であり最大の作付面積を占めているが，国際穀物市況の低迷と米欧問の

「輸出補助金戦争」のために作付面積が減少に転じたのである 。

　大麦の作付面積は，１９７６年から８１年の期問は増加したが，８０年代に入ってか

らは一貫して減少しており ，最近１０年問の作付面積の減少は９２万ｈａである 。

オーツの作付面積も７６年以降大幅に減少しており ，８６年以降その減少にや っと

歯止めがかかったという状況である。オーツは主として国内畜産向けの飼料と

して利用されており ，８０年代後半の作付拡大は飼料需要の増加によるものであ

る。

　小麦作付面積の頭打ち，大麦作付面積の引き続く減少の中で，穀物主産地で

あるプレーリー３州の農業生産構造の「多角化（ｄ．ｖ。。。１丘。。ｔ１．ｎ）」が焦眉の課題

となっ ている。そこで，「多角化」のホー プとして近年急速に作付面積が伸び

てきたのがカノーラ（ナタネ）である。カノーラは在来種のナタネに品種改良

を加えて作り出された新晶種で，食用油と飼料用ミール（絞りかす）の加工用

原料として利用されている（Ｃ．ｎ．ｄ． Ｃ．ｎｏ１． Ｃ．ｍ．１１）。 カノーラの作付面積は ，

７６年の７０万ｈａから ，８１年１４０万ｈａ， ８６年２６３万ｈａ， ９１年３１４万ｈａと急速に伸

ぴて，この１５年間で４５倍になっ た。 作付面積全体に占める比率も２５％から

９４％に伸ぴて，小麦，大麦に次ぐ作付面積第３位の作物に躍進した。カノー

ラの主要な輸出先は日本であるが，８０年代に入ってカノーラ油やミールの対米

輸出が急速に伸びている。カノーラは不飽和脂肪酸の含有量が大豆やとうもろ

こしに比べて低く ，低コレステロールの食用油であることがアメリカでの消費

拡大に結ぴ付いている 。

　プレーリー３州におけるもう一つの油糧種子であるアマニは，７６年から８６年

まで作付面積が増えてきたが，９１年には減少に転じた。とはいえアマニについ

　　　　　　　　　　　　　　　　（６３０）
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　　　　表７　主な作物の作付面積（１ ，ＯＯＯｈ。）

１９７６ １９８１ １９８６ １９９１

小　　　　　麦
１１ ，２３４ １２ ，４５２ １４ ，２３０ １４ ，１６３

大　　　　　　麦
４， ４１２ ５， ４５７ ５， ０５３ ４， ５２４

オ　　　ー 　　　ツ
２， ３６２ １， ５４２ １， １５８ ユ， ２３３

カ　　ノ　　ー　　ラ ６９６ １， ４０５ ２， ６２９ ３， １４１

ア　　　マ　　　　ニ ３３０ ４７９ ７５６ ５００

とうもろこし
７１３ １， １４２ ９９４ １， １０６

大　　　　　　豆 １５４ ２８３ ３８７ ５９８

牧　　　　　草
５， ７５３ ５， １１５ ５， ２５４ ５， ７５４

作　付　地　計
２８ ，３４３ ３０ ，９６６ ３３ ，１８１ ３３ ，５０８

構　成　比　（％） １９７６ １９８１ １９８６ １９９１

小　　　　　麦
３９ ．６ ４０ ．２ ４２ ．９ ４２ ．３

大　　　　　　麦
１５ ．６ １７ ．６ １５ ．２ １３ ．５

オ　　　ー　　　ツ
８． ３ ５． Ｏ ３． ５ ３． ７

カ　　ノ　　ー　　ラ
２． ５ ４． ５ ７． ９ ９． ４

ア　　　　マ　　　　ニ
１． ２ １． ５ ２． ３ １． ５

とうもろこし
２． ５ ３． ７ ３． ０ ３． ３

大　　　　　　豆
Ｏ． ５ Ｏ． ９ １． ２ １． ８

牧　　　　　　草
２０ ．３ １６ ．５ １５ ．８ １７ ．２

作　付　地　計
１００ ．Ｏ １００ ．Ｏ １００ ．０ １００ ．Ｏ

増　減率　（％） ７６ －８１ ８１－ ８６ ８６ －９１

小　　　　　麦
１０ ．８ １４ ．３ 一〇 ．５

大　　　　　　麦
２３ ．７ 一７ ．４ 一１０ ．５

オ　　　ー　　　ツ 一３４ ．７ 一２４ ．９ ６． ５

カ　　ノ　　ー　　ラ
１０１ ．９ ８７ ．１ １９ ．５

ア　　　マ　　　ニ
４５ ．２ ５７ ．８ 一３３ ．９

とうもろこし
６０ ．２ 一１３ ．Ｏ １１ ．３

大　　　　　　豆
８３ ．８ ３６ ．７ ５４ ．５

牧　　　　　草 一１１ ．１ ２． ７ ９． ５

作　付　地　計
９． ３ ７． ２ １． Ｏ

資料）Ｓｔａｔ１ｓｔｌｃｓ Ｃ ｄ　Ｃ ｅｎｓｕｓ　ｏｆ　Ａｇｒｌｃｕｌｔｕｒｅ

ても ，改良を加えた新品種リノーラが９３年から登場しており ，今後の動向が注

目されるところである（Ｇ１ｏｖｅａｎｄＭａｉｌ，Ｊｕ１ｙ１３．１９９３）。

　もっ ぱら東部で生産されている大豆，とうもろこしの作付面積も伸びている 。

大豆の作付面積は１９７６年の１５ ．４万ｈａから増え続けて，９１年にはおよそ４倍の

　　　　　　　　　　　　　　　　（６３１）
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表８　小麦作付面積の変化（１ ，０００ｈ。）

作付面積（１ ，Ｏ００ｈａ） 増減率（％）

１９８１ １９８６ １９９１ ８１－８６ ８６ －９１

カナダ計
１２ ，４５２ １４ ，２３０ １４ ，１６３ １４ ．３ 一０ ．５

大西洋岸
１０ ９ ８ 一１１ ．２ 一３ ．２

ケベッ
ク ４１ ５４ ３７ ３１ ．０ 一３０ ．１

オンタリオ
２１３ ２９０ １８１ ３６ ．１ 一３７ ．７

マニトバ
１， ５９３ １， ９９３ ２， １７４ ２５ ．１ ９． １

サスカチ ュワン
７， ８３９ ８， ７６５ ８， ５９６ １１ ．８ 一１ ．９

アルバ ータ
２， ７１４ ３， ０７６ ３， １２２ １３ ．４ １． ５

Ｂ．

　　　Ｃ
４３ ４０ ４４ 一７ ．Ｏ １０ ．８

構成比（％）

１９８１ １９８６ １９９１

カナダ計
１００ ．Ｏ １００ ．０ １００ ．０

大西洋岸
Ｏ． １ Ｏ． １ ０． １

ケベッ ク ０． ３ ０． ４ ０． ３

オンタリオ
１． ７ ２． Ｏ １． ３

マニトバ
１２ ．８ １４ ．０ １５ ．３

サスカチ ュワン ６３ ．Ｏ ６１ ．６ ６０ ．７

アルバ ータ
２１ ．８ ２１ ．６ ２２ ．Ｏ

Ｂ．

　　　Ｃ
０． ３ ０． ３ ０． ３

資料）Ｓｔａｔ１ｓｔｌｃｓ　Ｃ　ｄ ，Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆ　Ａｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒｅ

５９ ．８万ｈａ になっ た。 とうもろこしの作付面積は８０年代前半に減少したが，８０

年代後半には再び増加に転じて９１年に１１０ ．６万ｈａに回復した。また，牧草の

作付面積も ，飼料需要の増大に支えられてこの５年問に５０万ｈａ， １０％近く伸

びている 。

　次に，穀物 ・油糧種子部門の地域的特徴を見ることにしよう 。表８は，小麦

作付面積の地域別動向を示している。小麦作付面積の９８％がプレーリー３州に

集中しており ，この傾向は８０年代後半においても変わっていない。むしろケベ

ック ，オンタリオの冬小麦地帯で作付面積が大きく減少したため，プレーリー

３州への集中度が高くなっ ている 。

　小麦作付面積の内わけを見ると，パスタ用のテ ユラム小麦が対米輸出の好調

を反映して伸びたが（９ ．２％増），ケベッ ク， オンタリオで作付されていた冬小

　　　　　　　　　　　　　　　　（６３２）
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表９　耕種作物の作付面積（１ ，ＯＯＯｈ。）

１９８１ １９８６ １９９１ 増減率（％）
８６ －９１

レ　ン　ト　ル ｉ
ユ３１ ．Ｏ ２３８ ．５ ８２ ．１

牧　草　種　子 一
１６４ ．４ ２０６ ．４ ２５ ．５

飼料用マメ
６３ ．４ １３２ ．３ ２００ ．６ ５１ ．６

ジ　ヤ　ガ　イ　モ １１０ ．４ １１１ ．５ １２２ ．４ ９． ７

マスタードシード ８８ ．１ １８３ ．６ １１３ ．Ｏ 一３８ ．４

カナリーシード ’
９０ ．８ ９６ ．１ ５． ８

ビ　ー　　ン　ズ ７９ ．２ ７３ ．５ ９５ ．３ ２９ ．７

ヒ　マ　　ワ　　リ １１７ ．６ ２８ ．８ ８３ ．４ ２８９ ．３

タ　　　バ　　　コ ５４ ．４ ３１ ．５ ３０ ．Ｏ 一４ ．６

砂糖ビー
　ト ２９ ．９ ２３ ．２ ２４ ．９ ７． ３

ソ　　　　　　　バ
６７ ．５ ３９ ．３ ２３ ．６ 一３９ ．９

　注）一は数字なし
資料）Ｓｔａｔ１ｓｓｔ１ｃｓ Ｃ　ｄ　Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆＡｇｒｌｃｕ１ｔ皿ｅ

麦は壊滅的な減少を記録した（７０ ．２％の減少）。 冬小麦の作付面積が激減したの

は， 国内消費向け小麦を対象とする「二重価格制」が８８年夏から廃止されたこ

とが，主な原因である 。

　注）小麦の「二重価格制」廃止措置は，米加自由貿易協定の発効に先だ って，それ

　　　まで国内の製粉業者に輸出価格よりも割高の価格で小麦を売り渡していたものを

　　　廃止して，北米価格に連動するように国内向け小麦価格も設定するというもので ，

　　　国内向け小麦が大部分であ ったケベッ ク， オンタリオの小麦生産者は大きな打撃

　　　を被った（Ｔｈｅ　ＷｅｓｔｅｍＰｒｏｄｕｃｅｒ，Ｊｕｎｅ９．１９８８）

　カノーラ（ナタネ）も ，小麦と同じくプレーリー３州に作付面積の９８％が集

中している 。１９８６～９１年に，マニトバとサスカチ ュワンで３０％前後の作付面

積の増加を記録したが，他方でアルバータの作付面積は６％の増加にとどまっ

た。

　今回のセンサスで注目すべきことは，これまできわめて少なかったマイナー

な作物の作付面積が伸びたことである（表９）。 たとえば，レントル（レンズ豆）

の作付面積はこの５年問に１３ ．１万ｈａから２３ ．８万ｈａへと８２％も増加した。牧

草種子は同じく１６ ．４万ｈａから２０ ．６万ｈａへと２６％の増加，また飼料用マメは

１３ ．２万ｈａから２０ ．１万ｈａへと５２％の増加となっ た。 これらの作物はいずれも

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６３３）
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プレーリー３州に作付の９割以上が集中しており ，小麦 ・大麦の作付面積の停

滞・ 減少の中で，注目されるようになっ たものである。これもプレーリー３州

の農業生産の「多角化」の一環をなすものである 。

　（３）畜産部門

　８０年代後半に復調をみた畜産部門はどうなっ ているであろうか。ここでは主

要な家畜 ・家禽を取り上げて，その飼養頭数の動きを見ることから始めよう 。

　牛の飼養頭数は，１９７６年から８６年まで減少を続けたが（１ ，５１３万頭から１ ，２００万

頭へ），９１年センサスでは増加に転じて１ ，２００万頭から１ ，２９７万頭へと約８％増

えた（表１０）。 その内わけを見ると，乳牛飼養頭数は引続き減少しているが，

肉用乳牛と子牛が大幅に増えた。豚の飼養頭数は，７０年代後半に急速に増えた

あと ，８０年代前半に停滞したが，８６年以降の５年間で再び増加に転じた（約４６

万頭，４ ．７％の増加）。 肉用牛も豚も ，最近の対米輸出の好調に支えられて飼養頭

数が拡大している。鶏の飼養羽数は，鶏肉の国内需要の伸ぴを反映して，最近

５年問で６９３万羽，７９％増加した 。

　家畜 ・家禽を飼養している農場数は引き続いて減少し，センサス農場に占め

る比率は，牛５２％，豚１０ ．６％，鶏１５ ．２％まで低下した。これは，畜産部門の専

表１０　家畜 ・家禽の頭羽数（１ ，Ｏ００）

牛　　　合　　　計

うち　乳　　　　牛

　　肉　用　牛
　　　　豚
　　　　鶏

増　　減　　率（％）

牛　　　合　　　計

うち　乳　　　　牛

　　肉　用　牛
　　　　豚
　　　　鶏

１９７６

１５ ．１３２

１． ９９３

１３ ．１３８

５． ７９０

８７ ，０７２

７６ －８１

一１０ ．８

－１１ ．１

－１０ ，７

７０ ．６

　６
．５

１９８１

１３ ．５０２

１． ７７２

１１ ．７３０

９． ８７５

９２ ，７１８

８１－８６

一１１ ．１

－１７ ．８

－１０ ．１

－１ ．２

－５ ．２

１９８６

１１ ．９９８

１． ４５６

１０ ．５４１

９． ７５７

８７ ，９４２

８６ －９１

８． １

－９ ，７

１０ ．６

４． ７

７． ９

１９９１

１２ ．９７２

１． ３１５

１１ ．６５７

１０ ．２１６

９４ ，８７３

（６３４）
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表１１　家畜／家禽飼養農場の比率（％）

１９７６ １９８１ １９８６ １９９１

牛 ６６ ．５ ５８ ．１ ５３ ．２ ５２ ．Ｏ

豚 １８ ．８ １７ ．５ １２ ．４ １０ ．６

鶏 ２９ ．３ ２７ ．２ １９ ．３ １５ ．２

飼養１農場当りの頭羽数

１９７６ １９８１ １９８６ １９９１

牛 ６７ ．２ ７３ ．Ｏ ７６ ．９ ８９ ．Ｏ

豚 ９１ ．Ｏ １７７ ．１ ２６７ ．５ ３４５ ．２

鶏 ８７８ ．４ ユ０６９ ．４ １５５７ ．４ ２２２３ ．９

資料）Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ　Ｃａｎａｄａ，Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆ 　Ａｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒｅ

門化が引き続き進行していることを示している（表１１）。１農場当りの平均家

畜・ 家禽頭羽数は，１９８６年から９１年までに牛７７→８９頭，豚２６８→３４５頭，鶏１ ，５５７

→２ ，２２４羽と大きく伸びており ，専門化と規模拡大とが同時に起こっ ている 。と

くに豚と鶏の規模拡大のテンポが早いことが注目される 。

　畜産部門の拡大は，地域的不均等の増幅をともなっ ていた。まず牛から見て

いこう 。牛の飼養頭数は，大西洋岸，ケベッ ク， オンタリオの東部諸州でいず

れも減少し，アルバータ ，サスカチ ュワン ，ＢＣの各州で増加した（表１２）。 と

くにアルバータにおける牛頭数の増加はいちじるしい（３８３万→４７６万頭へと５年

間で２４ ．３％増）。 この５年問における牛飼養頭数増加の約９割がアルバータ州で

生じたのである。その結果，カナダの牛飼養頭数全体に占めるアルバータ州の

比率は３１９％から３６７％に躍進し，肉用牛の王産地としての地位をいっ そう確

固としたものにした 。

　もともと放牧地や飼料用大麦の作付が多く ，畜産拡大に適していたアルバー

タ州であるが，この時期に肉用牛の飼養が急増したのは，１９８９年同州南部のハ

イリバーに多国籍アグリビジネスのカーギル社が最新鋭の大規模食肉工場を開

設したことの影響が大きい。カーギル社は北米市場全体への牛肉販売をめざし

て同工場を建設したのであり ，その処理能力はカナダ全体の１０～１５％をカバ ー

できるほど大規模なものである（Ｋｎ・・ｎ１９９０，ｐｐ．６３－６７）。 こうした米加自由貿
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表１２牛飼養頭数の地域別分布

牛飼養頭数（１ ，０００） 増減率（％）
１９８１ １９８６ １９９１ ８１－ ８６ ８６ －９１

カナダ計
１３ ，５０２ １１ ，９９８ １２ ，９７２ 一１１ ．１ ８． １

大西洋岸
３６１ ３４８ ３３７ 一３ ．５ 一３ ．２

ケベッ ク １， ６６６ １， ５２６ １， ４４６ 一８ ．４ 一５ ．２

オンタリオ
２， ８９８ ２， ４４２ ２， ２８６ 一１５ ．８ 一６ ．４

マニトバ
１， １７６ １， １１５ １， １０９ 一５ ．２ 一〇 ．５

サスカチ ュワン
２， ４１８ ２， ０５１ ２， ２８６ 一１５ ．２ １１ ．５

アルバ ータ
４， １９３ ３， ８２７ ４， ７５６ 一８ ．７ ２４ ．３

Ｂ．

　　　Ｃ
７９０ ６９０ ７５２ 一１２ ．６ ９． １

構成比（％）
１９８１ １９８６ １９９１

カナダ計
１００ ．０ １００ ．０ １００ ．０

大西洋岸
２． ７ ２． ９ ２． ６

ケベッ ク １２ ．３ １２ ．７ １１ ．１

オンタリオ
２１ ．５ ２０ ．４ １７ ．６

マニトバ
８． ７ ９． ３ ８． ５

サスカチ ュワン １７ ．９ １７ ．１ １７ ．６

アルバ ータ
３１ ．１ ３１ ．９ ３６ ．７

Ｂ．

　　　Ｃ
５． ８ ５． ８ ５． ８

資料）Ｓｔａｔｌｓｔｌｃｓ　Ｃ　ｄ　Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆ　Ａｇｎｃｕ１ｔｕｒｅ

易協定のもとでの多国籍アグリピジネスの事業展開が，肉用牛飼養の地域的構

成を大きく塗り変えるような影響を及ぼしたのである 。

　豚の飼養頭数は，全国的には増えたにもかかわらず大西洋岸，ケベソ ク， オ

ンタリオでは減少した。そして，プレーリー３州で大幅に増加した（表１３）。

ケベッ クとオンタリオは８１年に豚飼養頭数の６７％，８６年に６４％を占めていたの

が， ９１年には５７％までシエアを低下させた。一方，プレーリー３州の豚飼養頭

数シェアは８１年の２７％から８６年３２％へ，さらに９１年には３７％まで上昇した。ケ

ベッ クとオンタリオはなお豚の主産地としての地位を保っているとはいえ，プ

レーリー３州との差は急速に縮小しつつある 。

　鶏の飼養羽数は１９８６～９１年に全国で６９３万羽増えたが，そのほとんどはケベ

ック ，オンタリオ，ＢＣでの増加によるものである。鶏の場合は，牛や豚とは

　　　　　　　　　　　　　　　　（６３６）
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　　　　　表１３　豚飼養頭数の地域別分布

３９

豚飼養頭数（１ ，ＯＯＯ） 増減率（％）
１９８１ １９８６ １９９１ ８ユー ８６ ８６ －９１

カナダ計
９， ８７５ ９， ７５７ １０ ，２１６ 一１ ．２ ４． ７

大西洋岸
３６５ ３６８ ３３２ １． Ｏ 一９ ．９

ケベッ
　ク ３， ４４１ ２， ９２８ ２， ９０９ 一１４ ．９ 一〇 ．６

オンタリオ
３， １６６ ３， １１９ ２， ９２５ 一１ ．５ 一６ ．２

マニトバ
８７５ １， ０７１ １， ２８７ ２２ ．４ ２０ ．２

サスカチ ュワン
５７４ ５９９ ８０９ ４． ３ ３５ ．Ｏ

アルバ ータ
１， １９９ １， ４５５ １， ７３０ ２１ ．３ １８ ．９

Ｂ．

　　　Ｃ
２５５ ２１７ ２２４ 一１５ ．Ｏ ３． ３

構成比（％）
１９８１ １９８６ １９９１

カナダ計
１００ ．０ １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ

大西洋岸
３． ７ ３． ８ ３． ３

ケベッ
ク ３４ ．８ ３０ ．Ｏ ２８ ．５

オンタリオ
３２ ．１ ３２ ．Ｏ ２８ ．６

マニトバ
８． ９ １１ ．Ｏ １２ ．６

サスカチ ュワン
５． ８ ６． １ ７． ９

アルバ ータ
１２ ．１ １４ ．９ １６ ．９

Ｂ．

　　　Ｃ
２． ６ ２． ２ ２． ２

資料）　Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ　Ｃ　　ｄ　Ｃ ｅｎｓｕｓ　ｏｆ　Ａｇｒｌｃｕ１ｔｕｒｅ

反対にプレーリー３州のシェアはやや低下している。ただし，鶏肉と鶏卵はマ

ーケティング ・ボードによる地域別の生産割当が実施されており ，肉用牛や豚

のような急激な地域的構成の変化は起こっ ていない 。

　（４）果樹，野菜，特用作物部門

　果樹，野莱，特用作物（温室，種苗）は，カナダ農業全体の中では相対的に

小さい部門である。しかし，これらの部門にも８０年代後半期に様々な変化が起

こっ ているので，その動向を概観しておこう 。

　まず，果樹（イチゴ，ブドウ類を除く）の作付面積は全体で２ ．１％減少し，そ

の内わけはリンゴがわずかに増えたほかは，のきなみ大幅な減少を記録した 。

イチゴとブドウの作付面積も減少し，とくにブドウの作付面積はこの５年問で

　　　　　　　　　　　　　　　　（６３７）
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　表１４果樹類の作付面積

作付面積（ｈａ）
増減率（％

１９８６ １９９１
８６ －９１

果　樹　計
４６ ，８４６ ４５ ，８６９ 一２ ．１

リ　ン　ゴ
３４ ，６５２ ３４ ，８５８ ０． ６

ナ　　　シ
２， ６７６ ２， ３１４ 一１３ ．５

プ　ラ　ム
１， ３４７ １， １５９ 一１４ ．０

スイートチ ェリー １， ２６６ １， ０９８ 一１３ ．３

サワーチ ェリー
１， ３２２ １， ０７２ 一１８ ．９

モ　　　モ
４， ８１３ ４， ３３８ 一９ ．９

アプリコット ４２１ ３７１ 一１１ ．９

そ　の　他
３５４ ６５９ ８６ ．２

ブドウ ・イチゴ類計 ６６ ，９６６ ７６ ，８０５ １４ ．７

イ　チ　ゴ
１４ ，０２７ １２ ，４１７ 一１１ ．５

ラズベリー
６， ７５３ ７， ５０６ １１ ．２

ブ　ド　ウ
２０ ，２５３ １２ ，３７１ 一３８ ．９

ブルー ベリー
２４ ，０９３ ４１ ，０６０ ７０ ．４

クランベリー
１， ４３９ ２， ５１８ ７５ ．Ｏ

そ　の　他
３９７ ９３３ １３５ ．０

資料）Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ　Ｃａｎａｄａ，Ｃｅｎｓｕｓｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

２万ｈａから１万２，０００ｈａへとおよそ４割もの減少を見た。センサスはブドウ

を生食用とワイン用とに分けていないが，米加自由貿易協定によるワインの関

税引き下げで，オンタリオやＢＣ州のワイン産地は大きな打撃を被っており ，

ワイン原料用のブドウ作付が大きく減少していると思われる。他方で，ブルー

ベリーやクランベリーの作付が大きく伸びており ，こうした品種への転換を図

っていることが推測できる（表１４）。

　野菜の作付面積（温室を除く）は，１１７万ｈａから１２３万ｈａへと１９８６年から

９１年に５．２％増加した。しかし品目によっ て消長がある。グリンピース
（４２ ．９％増），タマネギ（１６ ．９％増），ブロッコリー レタス（ともに２０．７％増）の

作付面積が増えたが，その一方でトマト（２０ ．２％減），キ ュウリ（２３ ．１％減），カ

リフラワー（１２．５％減）などの作付面積が減少した 。

　温室面積は，この５年問に７１８ ．８万ｍ２ から９１５ ．９万ｍ２へと２７．４％増加した 。

オンタリオ州が温室面積の５割近くを，ケベソ クとＢＣが２割ずつを占めてお

　　　　　　　　　　　　　　　　（６３８）
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り， これらの３州で全体のおよそ９割を占めている。また，種苗面積は

１３ ，５７５ｈａから１９ ，６８９ｈａへとこの問に４５％増加しており ，ここでも種苗面積

の大部分が上の３つの州に集中している 。

　（５）　 １』＼　才舌

　以上の検討から，８０年代後半におけるカナダの農業生産の構成変化の特徴を

次のようにまとめることができる。第一に，国際穀物市況の低迷の中で王要な

輸出農産物である小麦の作付面積が頭打ち ・減少に転じるとともに，大麦作付

面積の引き続く後退が起こっ ている 。

　第二に，小麦 ・大麦の停滞 ・後退を補う形で，カノーラ（ナタネ）の作付面

積の躍進が目立 った。また，これまでマイナーな作物であ ったレントル，牧草

種子などの作付が伸びたことも ，プレーリー３州の農業生産構造の「多角化」

の現れとして注目される 。

　第三に，肉用牛の飼養頭数が１０年ぶりに増加に転じ，豚や鶏の飼養頭羽数も

増えたことに示される畜産の復調である。そのことは，飼料作物の作付増加や

牧草地の面積拡大に見られる飼料基盤の拡大に裏付けられている 。

　第四に，果実類ではイチゴ ・ブドウの作付減少と他のベリー類への転換の動

き， 野菜類ではトマト ・キ ュウリの作付減少といっ た動きに見られるように ，

米加自由貿易協定の発効が農業生産に様々な影響を及ぼしている 。

　第五に，地域別に見ると ，肉用牛と豚のプレーリー３州へのシフト ，オンタ

リオ ・ケベッ クのシェア後退が起こっ ており ，オンタリオ ・ケベッ クでは温室

や種苗のような集約的でかつ収益性の高い部門に特化する動きがあらわれてい

る。

４． 農業経営の構造

この節では，農場資産（ストッ ク）と経費支出（フロー）を主な手がかりとし

　　　　　　　　　　　　　　　（６３９）
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　　図４　農場資産額の変化
　　　　１９７１年一ｇ１年
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資料）Ｓｔａｔ１ｓｔｌｃｓ　Ｃａｎａｄａ，Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆＡｇｎｃｕ１ｔｕｒｅ

て， カナタ農業の経営構造を描き出してみよう 。前節で行った農業生産（産出

面）の検討を受けて，投入面がどうなっ ているかを検討することが以下の課題

である 。

　（１）農場資産と経費支出の概観

　まず，農場資産（ストッ ク）と経費支出（フロー）の全体像を見ることから始

めよう 。農場資産は，土地 ・建物，機械 ・設備，家畜 ・家禽の３つの部分から

構成されている。１９９１年におけるカナダの農場資産総額は１３１２億ドルで，その

内わけは土地 ・建物が９６７億ドルと全体の７４％を占め，機械 ・設備２３３億ドル

（１８％），家畜 ・家禽１１８億ドル（９％）となっ ている 。

　農場資産額合計は７０年代に大きく膨れ上がったが，８０年代に入ると減少に転

じ， ８１年の１ ，３０３億ドルから８６年には１ ，０９７億ドルまで減少した（図４）。 その

最大の原因は土地 ・建物資産額が２３％もの減少を記録したことであり ，農地価

格の下落であ った。９１年センサスでは再ぴ農場資産額が増加して，８１年の水準

まで回復したかに見えるが，これは調査方法上の問題から生じているところが

　　　　　　　　　　　　　　　　（６４０）
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大きく ，単純に８６年のデータと比較することはできない 。

　　注）９１年センサスでは，初めて土地 ・建物資産額を自作地と借地に分けて調査して

　　　いる。前回までのセンサスでは，借地の資産額が記入漏れになっ ていたケースが

　　　多かったと推定され，９１年センサスで借地の資産額がカバーされたために土地資

　　　産額が大きくなっ たと考えられる。とくにオンタリオ州などで大都市近郊の農地

　　　価格が高いために，それらの州では土地 ・建物資産額が大幅に増えている。他方 ，

　　　穀物価格下落による収益性の低下から，プレーリー３州の農地価格はむしろ下 っ

　　　ている 。

　１農場当りの資産額は３７ ．４万ドルから４６．９万ドルヘと増えた。機械 ・設備は

７． １万ドルから８ ．３万ドルヘ，家畜 ・家禽は３万ドルから４万ドルヘといずれも

増えている。機械 ・設備の装備状況についてはあとで項を改めて述べる。家

畜・ 家禽は前節ですでに検討しているので繰り返さない 。

　次に農場の経費支出（フロー）の変化を検討しよう 。経費支出の総額は１９８５

表１５経費支出の推移

支出額（１００万無） 構成比（％）
増減率（％）

１９８５ １９９０ １９８５ １９９０

経費支出計
１７ ，６３９ ２０ ，３１２ １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ １５ ．１

機械用燃料
１， ３１４ １， ２１１ ７． ５ ６． Ｏ 一７ ．９

機械の修理 ・維持管理
１， ２２２ １， ５１９ ６． ９ ７． ５ ２４ ．３

請負作業 ・機械賃作業 ４２３ ５３２ ２． ４ ２． ６ ２５ ．８

肥料　・　石灰
ユ， ３８８ １， ２４２ ７． ９ ６． １ 一１０ ．５

農　　　　　薬
６９４ ７２１ ３． ９ ３． ５ ３． ８

種　　　　子
４５３ ５２４ ２． ６ ２． ６ １５ ．７

飼　　　　料
２， ７０８ ２， ９１１ １５ ．４ １４ ．３ ７． ５

家畜 ・家禽購入
２， ２１９ ２， ８７２ １２ ．６ １４ ．１ ２９ ．４

獣医サービスその他
２０８ ３０６ １． ２ １． ５ ４７ ．４

電　気　料　金
３６２ ４３４ ２． １ ２． １ １９ ．８

暖房 ・乾燥用燃料
２５２ １８８ １． ４ Ｏ． ９ 一２５ ．６

利　　　　子
１， ９１８ ２， ３７４ １０ ．９ １１ ．７ ２３ ．８

賃　　　　　金
１， ５９４ ２， ０４０ ９． Ｏ １０ ．Ｏ ２８ ．Ｏ

地　　　　　代
７２５ ７６８ ４． １ ３． ８ ５． ９

そ　　の　　他
２， １５８ ２， ６７０ １２ ．２ １３ ．１ ２３ ．７

注）調査の前年度１年間の数字 。
資料）　Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ　Ｃａｎａｄａ，Ｃ ｅｎｓｕｓ　ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕ１ｔｕｒｅ

（６４１）
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年の１７６億ドルから ，９０年の２０３億ドルヘと１５．１％増えた（センサスでは，支出額

及び販売額について調査の前年度１年問の金額を集計している）。 この５年問に経費

支出額が減少したのは，機械用燃料（一７ ．９％），肥料 ・石灰（一１０ ．５％），暖

房・ 乾燥用燃料（一２５ ．６％）である（表１５）。 また農薬支出額は３．８％の伸びにと

どまっ ている。機械用燃料，肥料，農薬の支出減少 ・停滞が起ったのは，主と

して穀物価格の低迷と穀作経営の収益性悪化にともなう経費の節減によるもの

である。こうした経費支出の減少 ・節減の動きは，燃料，肥料，農薬などの農

業投入財の製造業 ・販売業にもダメージを及ぼしている 。

　経費支出の伸びが大きかった費目は，賃金（２８ ．０％増），利子支払い（２３ ．８％

増），機械の修理 ・維持管理（２４ ．３％増），請負作業 ・機械賃作業（２５ ．８％増） ，

家畜 ・家禽購入（２９ ．４％増），獣医サ ービス（４７．４％増）である。家畜 ・家禽購

入や獣医サーヒスヘの支出増は，前節で述べた畜産部門の復調を経費面で裏付

けるものである。なお，畜産関連支出の中で最大の飼料支出は７ ．５％の増加に

とどまっ た。 これは飼料穀物価格の低下によるところが大きい。例えば，国内

向け大麦価格（カナダ小麦ボードの売り渡し価格）は，１９８５／８６年度のトン当り

２１０ドルから１９９０／９１年度の１８３ドルヘと下がっている（いずれも平均，ｃａｎａｄａ

Ｇｒａｍｓ　Ｃｏｕｎｃ１１１９９２）。

　（２）農業機械 ・設備の大型化 ・高性能化

　農業の生産手段の中で重要な農業機械 ・設備の装備状況を見ることにしよう 。

１農場当りの機械 ・設備資産額は１９８１年５４ ，７９４ドル，８６年７０ ，８５１ドル，９１年

８３ ，１７２ドルと年々機械 ・設備のストッ クが大きくなっ ている。とはいえ，農業

機械化が成熟期に入って久しく ，農業機械台数の伸びは停滞しており ，この５

年問でトラクター台数はほほ瀬ばい，穀物コンバインや刈り取り機は減少して

いる（表１６）。

　むしろ現在の特徴は，農業機械の大型化が進んでいることである。馬力別に

みたトラクター台数は，２０～９９馬力が５ ．６％減り ，１００～１４９馬力のトラクター

が１２％，１５０馬力以上が１６％増加した（表１７）。 しかも ，１００～１４９馬力のトラク

　　　　　　　　　　　　　　　　（６４２）
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表１６　農業機械の所有台数

所有台数 増減率（％）

１９８１ １９８６ １９９１ ８１－ ８６ ８６ －９１

ト　ラ　ク　タ　ー ６５７ ，６０６ ７２８ ，０７４ ７３４ ，１４９ １０ ．７ ０． ８

穀物 コンバイン １６１ ，１１０ １５７ ，９３４ １５２ ，１１４ 一２ ．Ｏ 一３ ．７

刈　り取り機
１６４ ，６０８ １６２ ，２６３ １５６ ，２９６ 一１ ．４ 一３ ．７

ベ　　イ　ラ　ー １６５ ，３４１ １６１ ，０７６ １６７ ，１２６ 一２ ．６ ３． ８

農業用トラ ック ４７４ ，４０８ ５１４ ，２３６ ５２６ ，８０８ ８． ４ ２． ４

表１７　馬力別に見たトラクター台数

所有台数 増減率（％） １台当り

１９８１ １９８６ １９９１ ８１－ ８６ ８６ －９１
価格（需）

計 ６５７ ，６０６ ７２８ ，０７４ ７３４ ，１４９ １０ ．７ ０． ８ １０ ，７９０

２０馬力未満 ■
１０９ ，７３３ １１９ ，０６１

’
８． ５ ２， ４４３

２０－９９　馬　力 ５３１ ，１５５ ４５２ ，８１３ ４２７ ，５６４ 一１４ ．７ 一５ ．６ ７， ０７７

１００－１４９馬力 ９０ ，７２５ １０９ ，６１１ １２２ ，４９８ ２０ ．８ １１ ．８ １８ ，１４６

１５０馬力以上 ３５ ，７２６ ５５ ，９１７ ６５ ，０２６ ５６ ．５ １６ ．３ ３６ ，６２６

資料）　Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ　Ｃ ｄ　Ｃ ｅｎｓｕｓ　ｏｆ　Ａｇｒｌｃｕｌｔｕｒｅ

図５　農場の型別にみたパソコン普及率
　　　　１９９１年　　単位：％

％

３０

２５ ２３ ．４

２０
１７ ．４

１５

１５・３１４ ．７

１１ ．５

１３・２１２
，６１２ ．３

１１，４１１ ．１

１０

９．３　９ ．２
７．９

５

０

計　　　　豚　　　特用作物　　酪農　　　小麦　　畑作物　　　牛
　　家禽　　　野菜　　　果実　　　小穀物　その他複合畜産複合家禽 野菜 果実　　　小穀物

注）農場の型とは当該晶目の販売額が５１％以上を占める作目による分類である 。

資料）Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ　Ｃａｎａｄａ，Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆＡｇｒｉｃｕ１ｔｕｒｅ

ターの７６％，１５０馬力以上の８７％がプレーリー３州に集中している。また，二

輸駆動のトラクターはこの５年問で３．４％減少したが，四輸駆動は７ ．９万台から

（６４３）



　４６　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４２巻 ・第５号）

１０．７万台へと３５％の増加を見た。このような大型 ・高性能トラクターの導入は
，

プレーリー３州の穀作経営の一層の規模拡大を可能にした。しかし，大型機械

の導入は機械購入費の増加をも意味するのであり ，１台当りの資産額（市価）

は１００～１４９馬力が１８ ，１４６ドル，１５０馬力以上のものは３６ ，６２６ドルにのぼってい

る。

　機械 ・設備の面で注目すべきことは，農業経営におけるパソコンの普及が急

速に進んだことである。農業経営用に利用されているパソコンの保有率は
，

１９８６年の２．７％から９１年の１１％へと大きく伸びた。パソコンの保有率は地域的

な差は小さく ，むしろ農場の型別にみた保有率の違いが顕著である。とくに保

有率が高いのは，家禽（２３ ．４％），豚（１７ ．４％），野莱（１５ ．３％），特用作物
（１４．７％）であり ，畜産部門と集約性の強い作物ほど普及率が高くなっ ている

（図５）。

　（３）滅少した肥料 ・農薬の使用面積

　次に，重要な農業投入財であるとともに，この５年問で支出額が減少ないし

横はいであ った肥料と農薬の使用状況を取り上げよう 。９１年センサスで注目さ

れる結果の一つは，８６年センサスまで一貫して増加傾向にあ った購入肥料と農

薬の使用面積が減少に転じたことである 。

　購入肥料の使用面積は，７０年の６９３万ｈａ から８５年の２ ，３１５万ｈａへと１５年問

で３ ．３倍になっ たが，９０年は２ ，１５６万ｈａと８０年代後半に６．９％の減少を記録し

た（図６）。 作付地と改良牧草地の合計面積に占める購入肥料使用面積の比率

も， ８０年から８５年に５２ ．３％から６３．Ｏ％へと上昇したが，９０年には５７ ．３％へと低

下した。地域的には，どの州も使用面積比率を５～８ポイント下げている 。

　地域別にみた肥料支出額の変化を示したのが，表１８である。大西洋岸，ケベ

ック，ＢＣでは肥料支出額は増えているが，オンタリオとプレーリー３州で減

少している。とくにサスカチ ュワンは２０．５％の減少，マニトバ，アルバータも

１０％をこえる減少である。穀作経営を取り巻く状況の悪化の中で，プレーリー

３州において肥料支出節減の動きが顕著であ った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（６４４）
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　　　　　　　図６　肥料 ・農薬の使用面積
２５

２０

１５

１０

５

０

購入肥料　　　　　　　除草剤　　　　　　　　殺 剤

４７

１

０

０

万
ｈ
ａ

購入肥料 除草剤　　　　殺剤

　　　　　　　吻 １９７０年　図 １９８０年　團 １９８５年　騒 １９９０年

注）調査の前年度１年間の数字 。
資料）Ｓｔａｔ１ｓｔｌｃｓ Ｃａｎａｄａ，ＣｅｎｓｕｓｏｆＡｇｎｃｕ１ｔｕｒｅ

　除草剤の使用面積は，７０年から８５年までの期問に８５７万ｈａから２ ，２９５万ｈａ

へと急増したが，やはり８０年代後半に５ ．９％減少して，９０年は２ ，１６０万ｈａであ

った（前出図６）。 作付地十夏季休閑地十改良牧草地の合計面積に占める除草剤

使用面積の比率は ，５０ ．７％から４７ ．４％へと低下した 。

　殺虫剤の使用面積も同様の動きを示している。１９７０年の殺虫剤使用面積は

　　　　　　　　　　　　表１８　地域別にみた肥料支出額

肥料支出額（１０万翁）

増減率（％）
１９８５ １９９０

カ ナ　　ダ 計 １３ ，８７５ １２ ，４２０ 一１０ ．５

大 西　洋 岸 ４１９ ４６２ １Ｏ ．３

ケ ベ　　ツ ク １， ５００ １， ５４６ ３． １

オ ン　タ　リ オ ２， ９３６ ２， ７４４ 一６ ．５

マ ニ　　ト ノざ ２， １９２ １， ８６６ 一１４ ．９

サスカチ ュワン
３， １０９ ２， ４７１ 一２０ ．５

ア ル　バ　ー タ ３， ３５５ ２， ９３８ 一１２ ．４

Ｂ． Ｃ． ３６５ ３９４ ７． ９

注）調査の前年度１年間の数字 。
資料）Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ Ｃａｎａｄａ，ＣｅｎｓｕｓｏｆＡｇｒｉｃｕ１ｔｕｒｅ

（６４５）
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９１ ．４万ｈａだったのが，８５年には４５９万ｈａまで増え，９０年は２７８万ｈａへと再び

減少している 。８５年はサスカチ ュワン州とアルバータ州でバッ タが大量発生し

たため，とくに殺虫剤の使用が増えたという一時的要因が加わ っている
（Ｓｔ・廿。ｔ１。。 Ｃ．ｎ．ｄａ１９８７，ｐ６）。 そのために９０年の使用面積の落込みかたが大きか

ったのである。たとえは，サスカチ ュワン州の使用面積は８５年の２８０万ｈａか

ら９０年の９７万ｈａへといっきょに３分の１近くまで減っている 。

　（４）土壌流出の防止対策

　カナタやアメリカで持続可能な農業（ｓｕ．ｔａｍａｂｌｅ　ａｇ．１ｃｕｌｔ。。ｅ）をめくる議論が
，

近年さかんになっ てきた。その背景は，７０年代以降輸出向け農産物の生産拡大

を押し進める中で，地力の低下や土壌流出（ｅ．ｏ．ｉｏｎ）が深刻になり ，略奪型農

業の見直しが差し迫った課題になっ ていることである。こうした状況の中で ，

９１年センサスは，土壌流出を防止するための耕作方法や土壌保全目的の防風林

の現状を初めて調査している 。

　表１９は，土壌流出を防止するために採用している耕作方法を，地域別に示し

たものである。全農場数に対する比率は，１位が「クローバー・ アルファルフ

ァなどを用いた輪作（ｃ．ｏｐ．ｏｔａｔｉｏｎ）」で３６ ．９％，２位の「水路を草で覆うこと」

が１１２％，以下「等高線にそ った耕作」９２％，ｒ冬季の被覆作物」８７％，ｒ帯

表１９土壌流出の防止方法（１９９１年） 全農場数に対する％

農場数計 クロー バ， 冬季の被 水路を草 帯状作付 等高線耕作
アルファル 覆作物 で覆う
ファ などを
用いた輪作

カ　ナ　ダ計 １００ ．０ ３６ ．９ ８． ７ １１ ．２ ７． ９ ９． ２

大西洋岸
１００ ．０ ３７ ．９ ８． ２ ７． ２ ２． ９ ６． ８

ケ　ベ　 ッ　ク １００ ．０ ４２ ．４ ３． ３ ３． ５ ２． ３ ３． １

オンタリオ
１００ ．Ｏ ５３ ．５ １７ ．７ １３ ．７ ３． ５ ６． １

マ　ニ　ト　バ １００ ．０ ３２ ．１ ６． ４ １１ ．４ ４． １ １１ ．５

サスカチ ュワン １００ ．０ ２１ ．３ ５． ７ １１ ．８ ２０ ．２ １６ ．９

アルバ ータ
１００ ．Ｏ ３８ ．５ ５． ８ １４ ．８ ８． ４ ９． ８

Ｂ．

　　　　Ｃ １００ ．０ １７ ．４ ８． ３ ７．４ １． ２ ３． ７

（６４６）
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　　　　表２０　土壌保全目的の防風林（１９９１年）

農場数計 防風林のある農場 同比率（％） 平均延長（ｋｍ）

カ ナ　　ダ 計 ２８０ ，０４３ ３６ ，３９５ １３ ．Ｏ ２． ３

大 西　洋 岸 １０ ，３１８ ４７１ ４． ６ １． ９

ケ ベ　　ツ ク ３８ ，０７６ １， ４７９ ３． ９ ２． １

オ ン　タ　リ オ ６８ ，６３３ ８， ７０６ １２ ．７ １． ７

マ ニ　　ト ノ、 ２５ ，７０６ ５， ２９６ ２０ ．６ ２． ６

サスカチ ュワン
６０ ，８４０ １０ ，７５５ １７ ．７ ３． ２

ア ル　バ　ー タ ５７ ，２４５ ８， ９３３ １５ ．６ １． ９

Ｂ． Ｃ１ １９ ，２２５ ７５５ ３． ９ １． ２

資料）Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ Ｃ　ｄ　ＣｅｎｓｕｓｏｆＡｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒｅ

状作付（。ｔ．ｉｐｃ．ｏｐｐｉｎｇ）」７．９％の順になっ ている 。

　しかし，地域別にみると土壌流出の防止方法にかなりの違いがある 。「クロ

ーバー・ アルファルファ などを用いた輪作」を採用している農場の比率は，オ

ンタリオで５３ ．５％，ケベッ クで４２ ．４％，アルバータ３８．５％と高いが，サスカチ

ュワン２１ ．３％，ＢＣ１７．４％と西部ではかなり低くなる。帯状作付や等高線にそ

った耕作は，プレーリー３州で比較的多くの農場が採用しているが，東部と

ＢＣではこくわずかである。大まかに言えは，畜産のさかんなオンタリオ，ケ

ベッ ク， およびアルバータでは牧草を作付体系の中にいれた輸作を行っている

農場が比較的多いのに対して，小麦 ・カノーラに特化しているサスカチ ュワン

では帯状作付や等局線にそ った耕作によっ て対応している農場が目立つ 。

　土壌保全を目的とした防風林を植えている農場は１３％，その平均延長は２ ．３

キロである（表２０）。 防風林を植えている農場の比率がもっとも高いのは，マ

ニトバ（２０ ．６％）で，サスカチ ュワン（１７ ．７％），アルバータ（１５．６％）がこれに

続いている。またサスカチ ュワン，マニトバでは農場面積規模が大きいことか

ら防風林の平均延長も他の州より長くな っている。こうして，プレーリー３州

では防風林を植えることで土壌保全に苦心している様子が窺える 。

（６４７）
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５． 農民層の分解

　（１）販売額別農場数の変化

　カナダの農業センサスは販売額によっ て農場を区分している。９０年の農産物

価格によっ て農産物販売額階層別の農場数の推移を示したのが，表２１である 。

８１年，８６年までは販売額５万ドルを境にして，それより販売額の多い階層が増

えていた。ところが，９１年センサスでは分解機軸階層が一段階上がって１０万ド

ル以上の農場が増えて，それ以下の各階層は減少している 。

　１９８６年から９１年までに，販売額５０万ドル以上の最大規模階層は，４ ，０９４農場

から５ ，８９２農場へと４４％の増加率である。また，販売額２５～５０万ドルの農場も

３２％の増加と大きく増えている。これに対して，８６年まで農場数が増えていた

５～１０万ドル層が初めて減少に転じた（一５．２％）ことが９１年センサス結果の重

要な特徴である 。

　こうして，２５万ドル以上の２つの階層が大幅に増えるとともに，１０万ドル未

満の諸階層がおしなべて減少するという二極分解が進行し，その中で分解機軸

が一段階上昇したのである。問題は，農産物販売額で区分される諸階層の経済

的性格をどのように規定するか，とくに販売額２５万ドル以上の２つの階層をど

う見るかということである 。

　（２）賃労働の雇用

　販売額階層別にみた農業経営の性格を検討するために，以下では賃労働の雇

用， 経営形態，そして農業所得の３つの指標をとりあげる。まず，賃労働の雇

用状況を示したのが表２２である。雇用農場の比率は販売額が大きくなるにつれ

て増大し，１０～２５万ドル層では７４ ．９％，２５～５０万ドル層で８７ ．２％，５０万ドル以

上層で８９ ．４％と，販売額の上位階層では大部分の農場が何らかの形で賃労働の

雇用を報告している 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（６４８）
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　　　表２１　農産物販売額階層別農場数（１９９０年ドル価格）

５１

１９７１ １９８１ ユ９８６ １９９ユ

５０万ドフレ以上 １， ２４０ ２， ８４０ ４， ０９４ ５， ８９２

２５０ ，０００
一

３， ０３３ ６， ８８９ １０ ，０３２ １３ ，１８９

１００ ，ＯＯＯ
一

２０ ，７６２ ３３ ，５０３ ４４ ，６７９ ４９ ，４１５

５０ ，０００
一

４２ ，４９７ ５０ ，２５８ ５２ ，６０９ ４９ ，８６９

２５ ，ＯＯＯ
一

７ユ ，８２１ ５７ ，０２３ ４７ ，４９３ ４３ ，９２５

１０ ，Ｏ００
一

９６ ，２１１ ６０ ，Ｏ０２ ５０ ，２３６ ４８ ，６６０

５， ＯＯＯ
一

４６ ，９１１ ３５ ，４１５ ２９ ，７４７ ２６ ，６３９

２， ５００
一

２８ ，８９３ ２８ ，３５４ ２２ ，３５９ １８ ，５９３

２， ５００ドル未満 ５４ ，７４２ ４４ ，０７７ ３１ ，８４０ ２３ ，８６１

合　　計 ３６６ ，１１０ ３ユ８ ，３６１ ２９３ ，０８９ ２８０ ，０４３

構成比（％）

１９７１ １９８１ ユ９８６ １９９１

５０万ドル以上 Ｏ． ３ Ｏ． ９ １． ４ ２． ユ

２５０ ，ＯＯＯ
一

Ｏ． ８ ２． ２ ３． ４ ４． ７

１００ ，ＯＯＯ
一

５． ７ １０ ．５ １５ ．２ １７ ．６

５０ ，ＯＯＯ
一

１１ ．６ １５ ．８ １７ ．９ ユ７ ．８

２５ ，ＯＯＯ
一

１９ ．６ １７ ．９ １６ ．２ １５ ．７

１０ ，ＯＯＯ
一

２６ ．３ １８ ．８ １７ ．１ ！７ ．４

５， ＯＯＯ
一

１２ ．８ １１ ．１ １０ ．１ ９． ５

２， ５００
一

７． ９ ８． ９ ７． ６ ６． ６

２， ５００ドル未満 １５ ．Ｏ １３ ．８ １０ ．９ ８． ５

合　　計 １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ １００ ，Ｏ １００ ．Ｏ

増減率（％）

１９７１－ ８１ １９８１－ ８６ １９８６ －９１

５０万ドル以上 １２９ ．Ｏ ４４ ．２ ４３ ．９

２５０ ，ＯＯＯ
一

ユ２７ ．ユ ４５ ．６ ３ユ ．５

１００ ，ＯＯＯ
一

６１ ．４ ３３ ．４ １０ ．６

５０ ，０００
一

１８ ．３ ４． ７ 一５ ．２

２５ ，０００
一 一２０ ．６ 一１６ ．７ 一７ ．５

１０ ，０００
一 一３７ ．６ 一１６ ．３ 一３ ．１

５， ＯＯＯ
一 一２４ ．５ 一１６ ．Ｏ 一１０ ．４

２， ５００
一 一１ ．９ 一２１ ．１ 一１６ ．８

２， ５００ドル未満 一１９ ．５ 一２７ ．８ 一２５ ．１

合　　計 一１３ ．Ｏ 一７ ．９ 一４ ．５

資料）Ｓｔａｔ１ｓｔｌｃｓ Ｃ ｄ， Ｃｅｎｓｕｓ　Ｏｖｅｒｖｉｅｗ　ｏｆ　Ｃ ａｎａｄｉａｎ　Ａｇｒｉｃｕ１ｔｕｒｅ： １９７１－１９９１

（６４９）
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表２２販売額階層別にみた賃労働雇用（１９９０年）

雇用農場の 雇用農場当 同人数換算
比率（％） りの雇用週 ３０週＝１人

５０万ドル以上 ８９ ．４ ２８３ ．３ ９． ４４

２５０ ，０００
一

８７ ．２ ８５ ．９ ２． ８６

１００ ，０００一 ７４ ．９ ４１ ．１ １． ３７

５０ ，０００
一

５５ ．６ ２６ ．４ ０． ８８

２５ ，０００
一

３８ ．４ １７ ．９ Ｏ． ６０

１０ ，０００
一

２７ ．４ １２ ．８ ０． ４３

５， ０００
一

２１ ．３ １０ ．０ ０． ３３

２， ５００
一

１６ ．６ ９． １ ０． ３０

２， ５００ドル未満 １２ ．３ １１ ．８ ０． ３９

合　　計 ４４ ．１ ４３ ．１ １． ４４

注）調査の前年度１年問の数字 。
資料）Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ　Ｃａｍｄａ，Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆ　Ａｇ■ｃｕｌｔｕｒｅ

　１雇用農場当りの賃労働雇用（週）を見ることにしよう 。５０万ドル以上層は

２８３ ．３週，２５～５０万ドル層は８５．９週と最大規模の２つの階層の賃労働雇用が飛

び抜けて多い（表２２）。 かりに３０週を１人分として換算すれば，５０万ドル以上

層の賃労働雇用農場は平均９ ．４４人分相当の，また２５～５０万ドル層の賃労働雇用

農場は平均して２．８６人分相当の賃労働を雇用していることになる 。５０万ドル以

上層の賃労働雇用農場においては，全体として賃労働雇用が家族労働をはるか

に上回 っている。また，２５～５０万ドル層の賃労働雇用農場においても ，賃労働

雇用が家族労働を上回っている農場が多数含まれていると考えられる 。

　（３）経営形態

　次に経営形態である。センサスは農場の経営形態を，個人 ・家族，パートナ

ーシ ップ（文書契約あり ，なし），家族法人，非家族法人の４つに分けている 。

全体の構成は個人 ・家族６３ ．５％，パートナーシ ップ（文書契約なし）２０ ．７％ ，

パートナーシ ップ（文書契約あり）７ ．２％，家族法人６ ．９％，非家族法人１ ．４％ ，

その他０ ．４％である（表２３）。

　農産物販売額別にそれぞれの経営形態の比率を見ると ，販売額１０万ドル未満

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６５０）
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　　　表２３　販売額階層別にみた経営形態（１９９１年）　　　　 （単位 ：％）

農場数 個人 ・家族
パートナーシ パートナーシ
ップ書面あり ップ書面なし

家族法人 非家族法人

５０万ドル以上 １００ ．Ｏ １７ ．８ ８． ユ １０ ．Ｏ ４８ ．５ １１ ．Ｏ

２５０ ，Ｏ００
一

１００ ．Ｏ ２９ ．４ １５ ．６ １９ ．Ｏ ３２ ．Ｏ ３． ９

１００ ，Ｏ００
一

１００ ．０ ５０ ．６ １４ ．７ ２１ ．２ １１ ．６ １． ７

５０ ，ＯＯＯ
一

１００ ．Ｏ ６７ ．２ ７． Ｏ ２０ ．２ ４． ３ １． Ｏ

２５ ，ＯＯＯ
一

１００ ．Ｏ ７０ ．８ ４． ５ ２０ ．６ ３． Ｏ Ｏ． ９

１Ｏ ，ＯＯＯ
一

１００ ．Ｏ ７０ ．６ ４． ４ ２１ ．Ｏ ２． ８ １． Ｏ

５， Ｏ００
一

１００ ．０ ７１ ．Ｏ ３． ９ ２１ ．６ ２． ４ Ｏ． ９

２， ５００
一

１００ ．Ｏ ７１ ．３ ３． ８ ２１ ．７ ２． ３ Ｏ． ８

２， ５００ドル未満 １００ ．Ｏ ６９ ．７ ３． ７ ２２ ．３ ２． ２ Ｏ． ９

合　　　　計 １００ ．０ ６３ ．５ ７． ２ ２０ ．７ ６． ９ １． ４

資料）Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ Ｃｍａｄａ，ＣｅｎｓｕｓｏｆＡｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

の諸階層では個人 ・家族経営の比率がいずれも７割前後を占め，パートナーシ

ップ経営が２５％前後，家族法人経営は２～４％，非家族法人経営にいた っては

１％にすぎない。１０～２５万ドル層では個人 ・家族経営の比率が５０％に下がり ，

パートナーシ ップ経営が３６％，家族法人経営が１２％とともに比率が高くなっ て

いる 。２５～５０万ドル層では，個人 ・家族経営が２９％に対して，パートナーシ ッ

プ経営が３５％，家族法人経営が３２％と前者を凌駕していることが注目される 。

これが５０万ドル以上層になると ，個人 ・家族経営の比率が１８％にまで落ち込み ，

家族法人経営が４８％と半分近くを占め，そして非家族法人経営も１１％を占めて

いる。５０万ドル以上層において家族法人経営と非家族法人経営が多数を占め ，

個人 ・家族経営の比率がきわめて低いことが注目される 。

　（４）農業所得と階層区分

　第３の指標である農業所得に移ろう 。農産物販売額階層別に１農場当りの販

売額，経費支出，および農業所得（販売額一経費支出）を示したのが表２４である 。

２５ ，ＯＯＯドル未満の諸階層ではいずれも農業所得がマイナスであり ，これらの諸

階層がもっ ぱら農業以外の所得（賃労働，農業以外の自営所得，年金など）によっ

て生計を立てていることは明らかである。その上位に位置する２５ ，ＯＯＯ～５０ ，ＯＯＯ

　　　　　　　　　　　　　　　　（６５１）
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　　　　表２４販売額階層別にみた１農場あたりの農業所得（１９９０年）

販売額 経費支出 農業所得
（Ａ） （Ｂ） （Ａ）一（Ｂ）

５０万ドル以上 １， １３０ ，３００ ９０４ ，３７８ ２２５ ，９２２

２５０ ，０００
一

３３５ ，３０６ ２６５ ，５５２ ６９ ，７５４

１００ ，０００
一

１５２ ，１２１ １１８ ，２１５ ３３ ，９０６

５０ ，０００
一

７１ ，６９８ ５７ ，３４１ １４ ，３５７

２５ ，０００
一

３５ ，９１７ ３１ ，５３１ ４， ３８６

１０ ，０００
一

１６ ，２８４ １７ ，４６３ 一１ ，１７９

５， ０００
一

７， １３４ １０ ，４８６ 一３ ，３５２

２， ５００
一

３， ５６３ ７， ３８３ 一３ ，８２０

２， ５００ドル未満 １， ２１５ ５， ３７０ 一４ ，１５５

合　　計 ８８ ，６６５ ７２ ，５３０ １６ ，１３５

資料）Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ　Ｃａｎａｄａ， Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆ 　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

ドル，および５～１０万ドルの２つの階層も ，農業以外の所得なしには生計を営

むことができないのであり ，自立した農業経営とはいいがたい。そのことは ，

１９９０年の労働者１人当たりの年問賃金（全産業平均）が，２６ ，４２０ドルであ った

ことと比較すれは明らかである（Ｓｔａｔ１．ｔ１ｃ． Ｃ．ｎａｄａ１９９２／９３，ｐ４３）。 ５～１０万ドル

層の農業所得では，全産業平均の年問賃金の約５４％をカバーするにすぎないの

である 。

　１０万ドル以上の３つの階層（全農場数の約２４％）のみが，農業所得によっ て生

計を維持できる自立した農業経営と言いうる。とりわけ，５０万ドル以上層の平

均農業所得２２．６万ドルはずば抜けて大きく ，それ以外の階層に比べて隔絶的な

水準に達している。また，２５～５０万ドル層の平均農業所得約７万ドルもカナダ

の全産業平均の年問賃金を大きく上回 っている 。

　以上の３つの指標を総合すると ，農産物販売額別の諸階層を次のように区分

することができる。第一に，５０万ドル以上層においては賃労働雇用が家族労働

をはるかに上回り ，家族法人経営および非家族法人経営が多数を占め，しかも

隔絶的に大きい額の農業所得を確保している。これらの点から見て，５０万ドル

以上層の大半は，従来の家族労働を中心とした「家族農場（ｆ．ｍ．１ｙ　ｆ．ｍ）」と

は質を異にする経営であると考えられ，「小資本家的経営」と言うべきもので

　　　　　　　　　　　　　　　　（６５２）
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ある。ここであえて「小資本家的」と言うのは，現在の製造業やサービス業に

おける独占企業の巨大な経営規模と比較した場合に，カナダ農業の最大規模層

といえども ，きわめて零細な規模にすぎないからである。第二に，２５～５０万ド

ル層ではその多くが，賃労働雇用が家族労働をやや上回り ，また家族法人経営

とパートナーシ ップ経営が多数を占めている 。２５～５０万ドル層では，大規模な

「家族経営」と「小資本家的経営」の両方が混在していると考えられる。第三

に， １０～２５万トル層は家族労働が賃労働雇用を上回 っており ，しかも個人　家

族経営が５割，パートナーシ ップ経営が３割以上を占めており ，法人経営の比

率は低いことから，ほとんどが「家族経営」であると見てよいであろう 。第４

に， ２５ ，ＯＯＯ～５万ドルと５～１０万ドルの２つの階層は，農業所得だけでは生計

を営むことがむづかしく ，農業以外の収入源（賃労働，農業以外の自営業，年金

など）と合わせて生計を維持している「半プロ経営」がほとんどであると考え

られる。第五に ，２５ ，ＯＯＯドル未満の諸階層は，いずれも農業所得がマイナスで

あり ，もっ ぱら農業以外の収入源によっ て生計を営んでおり ，「土地もち労働

者」や「ホビー農場経営者」が大半であると思われる 。

　（５）生産と資本の集積 ・集中

　上で一応の階層区分を行ったので，大規模経営への生産と資本の集積 ・集中

がどうなっ ているかを次に検討しよう（表２５）。 販売額５０万ドル以上層は，農

場数の２．１％にすぎないが農産物販売額全体の２６ ．８％を占めている。これに続

く２５～５０万ドル層は農場数の４ ．７％であるが，農産物販売額の１７ ．８％を占めて

いる。農場数の７％足らずの２つの最大規模層に，農産物販売額の４５％が集中

しているのである 。その下の１０～２５万ドル層を加えると ，上位２４％の農場が農

業生産の７４％を占めていることになる。これとは対照的に，販売額２５ ，ＯＯＯドル

未満の諸階層は農場数では４２％を占めているが，農産物販売額の４ ．４％にすぎ

ない 。

　大規模経営への資本の集積 ・集中もいちじるしい。５０万ドル以上層と２５～５０

万ドル層への集中度は，農場面積の１６％，機械 ・設備資産額の２０％，経費支出

　　　　　　　　　　　　　　　　（６５３）
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　　　　表２５　農産物販冗額階層別にみた生産と資本の集積 ・集中（１９９１年）（単位％）

販売額階層（ドル）
機械 ・施設

（参考）パソ

農場数 販売額 農場面積
資産額

経費支出 雇用週数 コン使用農
場の比率

５０万以上 ２． １ ２６ ．８ ６． ７ ８． Ｏ ２６ ．２ ２８ ．０ ４２ ．６

２５０ ，０００
一

４． ７ １７ ．８ ９． ２ １１ ．９ １７ ．２ １８ ．５ ２７ ．４

１００ ，０００
一

１７ ．６ ３０ ．３ ２９ ．４ ３１ ．２ ２８ ．８ ２８ ．６ １６ ．５

５０ ，０００
一

１７ ．８ １４ ．４ ２４ ．２ ２１ ．５ １４ ．１ １３ ．７ １０ ．５

２５ ，０００
一

１５ ．７ ６．４ １３ ．７ １２ ．２ ６． ８ ５． ７ ８． １

１０ ，０００
一

１７ ．４ ３． ２ ８． ７ ８． ５ ４． ２ ３． ２ ７． Ｏ

５， ０００
一

９． ５ ０． ８ ３． ２ ３． ２ １． ４ １． １ ６． ７

２， ５００
一

６． ６ ０． ３ １． ７ １． ７ ０． ７ ０． ５ ６． ２

２， ５００未満 ８． ５ ０． １ ３．４ １． ８ ０． ６ ０． ７ ６．４

合　計 １００ ．０ １００ ．Ｏ １００ ．０ １００ ．０ １００ ．０ １００ ．０ １１ ．Ｏ

注）販呼経費支出・雇用は１９９０千の数字で狐
資料）Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ　Ｃ　ｄ ，Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆ　Ａｇｒｌｃｕｌｔｕｒｅ

　　　　　　　　表２６作目別にみた生産の集積 ・集中（１９９１年） （単位 ：％）

小麦作付 大麦作付
カノー
ラ作付
野菜作付 種苗面積 温室面積 牛頭数 豚頭数 鶏羽数

５０万ドル以上 ５． ４ １１ ．４ ６． Ｏ ２９ ．２ ３８ ．５ ３８ ．７ １２ ．９ ３３ ．７ ５１ ．８

２５０ ，０００
一

９． ４ １２ ．４ １２ ．４ １８ ．７ ８． ６ １６ ．７ １１ ．２ ２２ ．９ ２４ ．３

１００ ，ＯＯＯ
一

３３ ．０ ３２ ．９ ３７ ．０ ２５ ．４ ９． ５ １９ ．８ ３０ ．０ ２６ ．０ １３ ．７

５０ ，０００
一

２８ ．８ ２２ ．７ ２５ ．６ １１ ．３ ６． ０ ９． ７ ２０ ．５ ９． ７ ３． ９

２５ ，０００
一

１４ ．４ １１ ．５ １１ ．３ ６． ５ ７． ３ ５． ５ １１ ．９ ４． ２ ２． ３

１０ ，０００
一

６． ５ ６． ２ ５． ２ ４． ４ １０ ．１ ４． ６ ８． ３ ２． ２ １． ９

５， ０００
一

１． ４ １． ７ １． ３ ２． Ｏ ６． ４ １． ９ ２． ８ ０． ６ ０． ９

２， ５００
一

Ｏ． ５ ０． ６ ０． ５ １． ３ ５． ３ ユ． ４ １． ２ ０． ３ ０． ５

２， ５００ドル未満 Ｏ． ５ ０． ７ ０． ５ １． ３ ８． ３ １． ７ １． ２ ０． ５ ０． ０

合　　　　計 １００ ．０ １００ ．０ １００ ．０ １００ ．０ １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ １００ ．０ １００ ．０ １００ ．Ｏ

資料）Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ　Ｃａｍｄａ，Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆ　Ａｇｄｃｕ１ｔｕｒｅ

の４３％，賃労働雇用（週数）の４７％であり ，土地よりも機械 ・設備が，機械 ・

設備よりも賃労働雇用の方が大規模層への集中度が高くなっ ている。農場面積

については，５～１０万ドル，１０～２５万ドルの２つの階層が全体の５割余りを占

めている 。

　生産の集積 ・集中を主な作目別に検討しよう 。ここでは統計上の制約から ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６５４）
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耕種作物は作付面積に，畜産は家畜　家禽の飼養頭羽数に代表させて，それら

の販売額階層別分布を見ることにする（表２６）。 小麦 ・大麦 ・カノーラは，５

～１０万トル，１０～２５万トルの２つの階層が作付面積の６割前後を占めている 。

牛の飼養頭数も上記の２つの階層が５０％を占めている。これらの作目において ，

５０万ドル以上層と２５～５０万ドル層の最大規模層が占める比率は，小麦１５％，大

麦２４％，カノーラ１８％，牛２４％と決して大きくはない 。

　５０万ドル以上層と２５～５０万ドル層への生産の集中がいちじるしいのは，野菜 ，

種苗，温室といっ た集約的な作物と豚，鶏である。最上位の２つの階層への生

産集中度は，野菜作付面積の４８％，種苗の４７％，温室の５５％，豚頭数の５７％ ，

表２７地域別にみた農産物販売額の階層別分布（１９９１年）　　 （単位 ：％）

カナダ計 大西洋岸 ケベッ ク オンタリオ

５０万ドル以上 ２６ ．８ ３９ ．５ ２６ ．Ｏ ３０ ．９

２５０ ，ＯＯＯ
一

１７ ．８ ２２ ．３ １８ ．７ ２１ ．３

１００ ，ＯＯＯ
一

３０ ．３ ２２ ．９ ３５ ．８ ２９ ．８

５０ ，Ｏ００
一

１４ ．４ ７． ５ １２ ．４ ９． １

２５ ，ＯＯＯ
一

６． ４ ３． ６ ３． ９ ４． ６

１０ ，ＯＯＯ
一

３． ２ ２． ７ ２． ２ ３． Ｏ

５， Ｏ００
一

Ｏ． ８ １． Ｏ Ｏ． ７ Ｏ． ９

２， ５００
一

Ｏ． ３ Ｏ． ４ Ｏ． ３ Ｏ． ３

２， ５００ドル未満 Ｏ． １ Ｏ． ２ Ｏ． １ Ｏ． １

合　　計 １００ ．Ｏ １ＯＯ ．０ １ＯＯ ．Ｏ １００ ．Ｏ

マニトバ サスカチ ュワン アルバータ
Ｂ． Ｃ．

５０万ドル以上 ２２ ．２ ８． １ ３３ ．６ ３７ ．７

２５０ ，０００
一

１７ ．２ １１ ．２ １５ ．５ ２５ ．８

１００ ，ＯＯＯ 一
３２ ．Ｏ ３５ ．４ ２６ ．５ １８ ．２

５０ ，ＯＯＯ
一

１７ ．２ ２８ ．１ １３ ．７ ７． ４

２５ ，０００
一

７． ４ １２ ．Ｏ ６． ５ ４． ８

１０ ，ＯＯＯ
一

３． ２ ４． ３ ３． ３ ３． ６

５， ０００
一

Ｏ． ６ Ｏ． ７ Ｏ． ６ １． ４

２， ５００
一

０． ２ Ｏ． ２ Ｏ． ２ Ｏ． ７

２， ５００ドル未満 Ｏ． １ Ｏ． １ Ｏ． １ Ｏ． ４

合　　計 １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ

資料）表２６に同じ 。

（６５５）
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鶏羽数の７６％である。とくに，種苗，温室，鶏は５０万ドル以上層が生産の４～

５割を担っており ，最大規模層への集中度がきわめて高いことが注目される 。

　最後に農産物販売額の階層別分布を地域別に示しておこう（表２７）。 ５０万ド

ル以上層と２５～５０万ドル層への販売額の集中度が高いのは，大西洋岸（６１ ．８％）
，

オンタリオ（５２ ．２％），ＢＣ（６３．５％）であり ，種苗，温室，鶏などの集約性の高

い部門が多い地域である。その対極にあるのがサスカチ ュワンで，最上位の２

つの階層の販売額シェアは１９．３％にすぎないのであり ，１０～２５万ドル層と５～

１０万ドル層が合わせて６３．５％を占めている。サスカチ ュワンでは小麦とカノー

ラが主要作物であり ，飛び抜けて大きな位置を占めていることからこうした結

果がでてくるのである。マニトバ，ケベッ クもサスカチ ュワンほどではないが，

１０～２５万ドル層と５～１０万ドル層が販売額の半はを占めており ，中堅層が生産

の重要な部分を担っていることがわかる 。

　（６）農業経営者の農外就業

　販売額２５ ，０００トル未満の諸階層は，平均農業所得がマイナスであり ，農業だ

けで生計を立てていくことは到底考えられず，そのほとんどが農業以外の所得

に依存しているであろうと述べた。また ，２５ ，０００～５０ ，０００ドル層や５～１０万ド

ル層も ，その農業所得からみて農業以外の所得に依存している経営を相当含ん

でいるであろうと先に述べた。そこで，農業経営者の農外就業の動向について

センサスからわかることをまとめておこう 。

　注）これまで入手できたセンサス資料では，農業経営者の農外就業を知ることはで

　　　きるが，経営者以外の家族の就業状態を知ることはできない 。

　１日でも農業以外の仕事をしたことがある農業経営者の比率は，１９７１年

３５ ．３％，１９７６年３３ ．９％，１９８１年３８ ．７％，１９８６年３９．５％と推移してきたが，１９９１

年には３７．６％とやや低下した。この点は８９年末以降の雇用情勢全体の悪化，失

業率の１１％への上昇と関連させて，検討すべき課題である。だが，農外就業年

問１９０日以上の農業経営者の比率は，全体の２０ ．３％から２１ ．８％に上昇し，絶対

数でも増加している（表２８）。 農外就業日数の少ない農業経営者が減少したの

　　　　　　　　　　　　　　　　（６５６）
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　　　　　　表２８　農業経営者の農外就業

５９

経営者（人） 構成比（％）

全　　　体
１９８６ １９９１ ！９８６ １９９１

合　　　　　　計 ２９３ ，０８９ ２７７ ，３２５ １００ ．０ １００ ．Ｏ

農外就業なし
！７７ ，４４５ １７３ ，０５０ ６０ ．５ ６２ ．４

農外就業あり ｕ５ ，６４４ １０４ ，２７５ ３９ ．５ ３７ ．６

１－１９日 ７， ８６２ ４， １５５ ２． ７ １． ５

２０－５９日 １３ ，１２４ ８， ８６５ ４． ５ ３． ２

６０－１８９日 ３５ ，２７４ ３０ ，７９０ １２ ．Ｏ １１ ．１

１９０日以上 ５９ ，３８４ ６０ ，４６５ ２０ ．３ ２１ ．８

資料〕Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ　 Ｃａｎａｄａ，１９９１Ｃｅｎｓｕｓ　ｏｆ 　Ａｇｒｉｃｕ１ｔｕｒｅ　 Ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ　 Ｄａｔａｂａｓｅ Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎ　 Ｄｏｃｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ

　　　　　　　　　　図７　農外就業１９０日以上の農業経営者

　　　　　　　　　　　農業経営者全体に対する比率（％）
４０

３０

％　２０

１０

Ｏ

２０ ．３
２１ ．８

２３ ．３

１６ ．Ｏ

２７ ．９

１８ ．６

１６ ．４

２２ ．７

２９ ．３

カナダ 人西洋岸　ケベックオンタリオマニトバ　サスカ　アルバータ　ＢＣ

　　　　　　　　　　　　　チュワン

　　　　　Ｚ １９８６年　圏 １９９１年

資料）表２８に同じ 。

である。兼業従事者の問でも二極化が進んでいるということであろうか 。

　農外就業１９０日以上の農業経営者の比率を地域別に示したのが図７である 。

地域の労働市場の実態を反映して，かなりの地域差がでている 。農外就業１９０

日以上の比率が高いのは，ＢＣ（２９．３％）とオンタリオ（２７ ．９％）であり ，どち

らの州もトロント ，バンクーバーといっ た大都市圏をかかえていることや，農

業以外の就業先へのアクセスが比較的容易であるという地理的条件によるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６５７）
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であろう 。販売額５０万ドル以上層や２５～５０万ドル層への生産の集中度が高いオ

ンタリオ，ＢＣで，農業経営者の兼業も深化していることは，これらの州にお

いて農業経営の二極分解が進んでいることを示している。反対に農外就業１９０

日以上の比率が低いのは，ケベッ ク（１６ ．Ｏ％），サスカチ ュワン（１６ ．４％），マニ

トバ（１８．６％）であり ，１０～２５万ドル層や５～１０万ドル層といっ た中堅層がな

お生産の重要な部分を担っている地域である。ただし，これらの地域において

も農外就業１９０日以上の農業経営者の比率は，この５年問に上昇しているので

あり ，地域差を持ちつつ経営者の兼業深化が進んでいることもまた事実である 。

　（７）　 １』＼　才舌

　８０年代後半におけるカナダの農民層分解の特徴を以下のようにまとめること

ができる 。

　第１に，販売額１０万ドル以上の３つの階層の農場数が引き続き増える一方で ，

８６年まで農場数が増えていた５～１０万ドル層が減少に転じて，「分解機軸」が

一段階上昇した 。

　第２に，販冗額５０万ドル以上層は家族労働をはるかに上回る賃労働を雇用し

ている農場が大半を占めており ，家族法人経営と非家族法人経営が多数となっ

ている。農業所得の面でも他の諸階層を大きく引き離しており ，５０万ドル以上

層の多くは「小資本家的経営」と言うべきものと考えられる 。

　第３に，５０万ドル以上層とそれに続く２５～５０万ドル層への生産と資本の集積

・集中がいちじるしく進んでいる。この２つの最大規模層は農場数の７％足ら

ずにすぎないが，販売額の４５％，農場面積の１６％，機械 ・設備資産額の２０％ ，

経費支出の４３％，そして賃労働雇用の４７％を占めている 。

　第４に，作目によっ て最大規模層への生産の集中度が大きく異っている。野

莱， 種苗，温室といっ た集約性の高い作物と豚，鶏において，５０万ドル以上層

と２５～５０万ドル層への集中度がいちじるしく高いことが注目される。他方，小

麦， 大麦，カノーラと牛においては，５～１０万ドル層と１０～２５万ドル層が生産

の５～６割を担っている 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（６５８）
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　第５に，以上の作目ごとの違いを反映して，地域別に見ても生産の集中状況

が大きく異っている。大西洋岸，オンタリオ，ＢＣにおいては，５０万ドル以上

層と２５～５０万ドル層が販売額の５～６割を占めている。これに対して，小麦と

カノーラの主産地であるサスカチ ュワンでは１０～２５万ドル層と５～１０万ドル層

が販売額の６４％を占めている 。

　第６に，年問１９０日以上農業以外の仕事に就いていた農業経営者は絶対数で

も比率でも増えており ，農業経営者の兼業深化が継続していることを示してい

る。 農外就業１９０日以上の経営者が多いのは，オンタリオとＢＣであり ，これ

らの州において農業経営者の分解が一段と進んでいるといえる 。

＜文　献〉

Ａｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒｅ　Ｃａｎａｄａ，Ｇｒｏｗｍｇ　Ｔｏｇｅｔｈｅｒ　Ａ　Ｖ１ｓ１ｏｎ　ｆｏｒ　Ｃａｎａｄａ
’ｓ　Ａｇｒ１－ｆｏｏｄ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ

，

　　１９８９

Ｃａｎａｄａ　Ｃａｎｏ１ａ　Ｃｏｕｎｃ１１，Ｃａｎａｄａ
’ｓ　Ｃａｎｏ１ａ

Ｃａｎａｄａ　Ｇｒａｍｓ　Ｃｏｍｃ１１，Ｃａｎａｄ１ａｎ
Ｇｒａｍｓ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃａ１Ｈａｎｄｂｏｏｋ９２．１９９２

Ｋｎｅｅｎ，Ｂ ，Ｔｒａｄｍｇ　Ｕｐ　Ｈｏｗ　Ｃａｒｇ１１１，ｔｈｅ　Ｗｏｒ１ｄ’ｓ　Ｌａｒｇｅｓｔ　Ｇｒａｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ，１ｓ

　　Ｃｈａｎｇｍｇ　Ｃａｎａｄ１ａｎ　Ａｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒｅ，ＮＣ　Ｐｒｅｓｓ　Ｌｔｄ ，１９９０

Ｓｃｈｍ１ｔｚ，ＡｎｄｒｅｗａｎｄＷＨＦｕれａｎ，Ｐｒｏｇｒａｍｓ ＡｆｆｅｃｔｍｇＰｒａｍｅ
Ａｇｒ１ｃｕ１ｔ１ユｒｅ

，ｍ

　　ＭｃＧａｒｒｙ　Ｍ　Ｊ　ａｎｄ　Ａｎｄｒｅｗ　Ｓｃｈｍ１ｔｚ（ｅｄ），Ｔｈｅ　Ｗｏｒ１ｄ　Ｇｒａｍ　Ｔｒａｄｅ　Ｇｒａｍ

　　Ｍａｒｋｅｔｍｇ，Ｉｎｓｔ１ｔｕｔ１ｏｎｓ　ａｎｄ　Ｐｏ１１ｃ１ｅｓ，Ｗｅｓｔｖ１ｅｗ　Ｐｒｅｓｓ，１９９２

Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ　Ｃａｎａｄａ，Ｔｈｅ　Ｄ ａ１１ｙ，Ｊｕｎｅ３．１９８７

Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ　Ｃａｎａｄ．ａ，Ａｇｒ１ｃｕ１ｔ岨ｅ　Ｅｃｏｎｏｍ１ｃ　Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ，１９９０

Ｓｔａｔ１ｓｔ１ｃｓ　Ｃａｎａｄａ，Ｃａｎａｄ１ａｎ　Ｅｃｏｎｏｍ１ｃ　Ｏｂｓｅｒｖｅｒ，Ｃａｔ　Ｎｏ１１－ ２１０
．１９９２／９３

Ｇ１ｏｖｅ　ａｎｄ　Ｍａｉ１，Ｊｕ１ｙ１３．１９９３

Ｔｈｅ　ＷｅｓｔｅｍＰｒｏｄｕｃｅｒ，Ｊｕｎｅ９．１９８８

松原豊彦「８０年代前半におけるカナダ農業の構造変化一１９８６年センサス結果の概要

　　一」『生活科学研究所研究報告』第２０巻，宮城学院女子大学生活科学研究所 ，

　　１９８８年３月

付記 ：本稿は，１９９２年度立命館大学個別研究助成による研究成果の一部である 。

（６５９）




